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C O N P A S(1)

め
の
道
路
啓
開
な
ど
が
あ
る
。

そ
の
際
の
迅
速
な
復
旧
・
復
興

に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品

が
有
効
で
あ
る
と
期
待
し
て
い

る
。
ま
た
、
事
業
所
敷
地
の
提
供

や
被
災
状
況
を
診
断
で
き
る
技

術
者
の
派
遣
も
期
待
で
き
る
こ

と
で
あ
る
』
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の

後
、
松
﨑
会
長
が
『
こ
の
協
定
で

災
害
発
生
時
に
お
け
る
我
々
の

役
割
が
明
確
と
な
っ
た
。
有
事

の
際
に
は
存
分
に
当
協
会
を
活

用
い
た
だ
き
、
災
害
の
未
然
防

止
や
復
旧
・
復
興
に
お
役
に
立

て
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。
』
と
述

べ
調
印
式
が
終
了
し
た
。
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　四

　協
定
書
調
印

　五

　国
土
交
通
省
九
州
地
方

　
　
　整
備
局
長
あ
い
さ
つ

　六

　九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

　
　
　品
協
会
会
長
あ
い
さ
つ

　七

　閉
式

調
印
後
、
九
州
地
方
整
備
局
・
金

尾
局
長
が
『
九
州
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
協
会
に
は
日
頃
か
ら
九

州
地
方
整
備
局
の
社
会
行
政
に

協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い

る
。
東
日
本
大
震
災
や
北
部
九

州
豪
雨
災
害
等
が
発
生
し
た

が
、
九
州
で
は
台
風
、
豪
雨
、
火

山
災
害
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
や

津
波
な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
。
災

害
が
起
き
た
際
の
九
州
地
方
整

備
局
の
使
命
は
人
命
救
助
の
た

〈
調
印
式
の
進
行
〉

　「
災
害
時
に
お
け
る
災
害
応
急

対
策
業
務
の
情
報
提
供
等
支
援
に

関
す
る
協
定
」
を
テ
ー
マ
に
、
当

協
会
が
危
機
管
理
委
員
会
を
常
設

化
す
る
な
ど
し
て
行
政
と
の
協
定

締
結
を
模
索
し
て
き
た
取
り
組
み

が
実
を
結
び
、
去
る
３
月
６
日

（
金
）
、
福
岡
市
で
国
土
交
通
省
九

州
地
方
整
備
局
と
の
調
印
式
が
と

り
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

日
時

　平
成

　年
３
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　時

　～

　
　時

　分

場
所

　東
福
第
２
ビ
ル
会
議
室

出
席
者

　国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

　
　
　
　
　金
尾
局
長
ほ
か
３
名

　九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会

　
　松
﨑
会
長
、
中
村
副
会
長
、

　
　茂
森
副
会
長

次
第　一

　開
式

　二

　出
席
者
紹
介

　三

　協
定
概
要
説
明

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
と

　
　
　
　
　
　
　
「
防
災
協
定
」を
締
結
！

よ
り
責
任
あ
る
協
会
へ
、新
た
な
ス
タ
ー
ト

協
定
書
調
印
後
に
握
手
を
す
る

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
・
金
尾
局
長
と
当
協
会
・
松
﨑
会
長

速報

※

こ
の
取
組
み
の

詳
細
に
つ
い
て
は

Ｐ

　の

「
危
機
管
理
委
員
会
」

活
動
報
告
を
ご
参
照

下
さ
い
。

２１

２７
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１０

３０

C O N P A S (28)

　
　当
協
会
が
平
成

　年
６
月
に
創

設
さ
れ
て
か
ら
間
も
な
く

　年
に
プ

ラ
ス
１
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
し
て
当

紙
コ
ン
パ
ス
も

　年
目
の
春
号
を
発

刊
し
ま
す
。
こ
の
協
会
を
愛
し
支
え

続
け
て
い
た
だ
い
た
会
員
社
の
皆

様
、
役
員
各
位
、
賛
助
会
員
各
位
、
学

界
正
会
員
の
先
生
方
な
ど
ま
さ
に
皆

様
の
ご
支
援
の
た
ま
も
の
で
す
。

　

　そ
し
て
こ
の
春
は
念
願
の
「
防
災

協
定
」
を
九
州
地
方
整
備
局
と
締
結

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
災
害
多

発
国
日
本
の
防
災
に
協
会
自
ら
積
極

的
に
取
り
組
む
と
い
う
意
思
表
示
で

あ
り
、
責
任
あ
る
協
会
の
地
位
を
築

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　平
成
３
年
（
１
９
９
１
年
）
全
国
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
に
加
盟
し
て

い
た
当
時
、
九
州
支
部
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
協
会
誌
「
Ｐ
Ｃ
Ｍ
」
を
創
刊
し
て

　

年
間
、
そ
し
て
九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
品
協
会
発
足
と
共
に
コ
ン
パ
ス
の

発
行
が

　年
間
、
通
算

　年
の
歳
月

が
経
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　「
涓
滴
（
け
ん
て
き
）
岩
を
穿
（
う

が
）
つ
」
と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
が
、

ま
さ
に
小
さ
な
水
滴
が
大
き
な
岩
を

砕
い
て
い
く
よ
う
な
協
会
の
歩
み
に

も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　梅
が
咲
い
て
、
桜
も
間
も
な
く
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
コ
ン
パ
ス
へ
の
ご

寄
稿
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

広
報
委
員
長
（
福
岡
）
上
田
泰
博

　記

麻生商事 ( 株 )
820-0609
福岡県嘉穂郡桂川町吉隈 430-27 0948-20-2020

大野コンクリート ( 株 )
819-0036
福岡県福岡市西区大字吉武 61-1 092-811-6677

( 株 ) 柏木興産
812-0006
福岡県福岡市博多区上牟田 1丁目 27 番 1 092-473-7858

( 株 ) 九コン
810-0062
福岡県福岡市中央区荒戸 3丁目 4番 16 号 092-741-5731

九州高圧コンクリート工業 (株 )
815-0035
福岡県福岡市南区向野 1丁目 13 番 14 号 092-554-6660

共和コンクリート工業 ( 株 ) 九州営業部
812-0025
福岡県福岡市博多区店屋町 8番 24 号 092-262-5755

小倉セメント製品工業 ( 株 )
802-0052
福岡県北九州市小倉北区霧ヶ丘 3-11-10 093-921-0136

大建コンクリート工業 ( 株 )
838-0223
福岡県朝倉郡筑前町砥上 2220 0946-42-3131

中里産業 ( 株 )
822-1405
福岡県田川郡香春町中津原 2787 0947-32-2132

長谷川トラフ ( 株 )
824-0022
福岡県行橋市大字稲童 3646 番地 1 0930-23-1779

本田工業 ( 株 )
839-1342
福岡県うきは市吉井町生葉 636 0943-75-4161

水谷建設工業 ( 株 ) 福岡県田川市大字伊加利 2193 番地 0947-44-2111

安永セメント工業 (有 )
833-0012
福岡県筑後市大字溝口 920-1 0942-53-3329

( 株 ) ヤマウ
811-1102
福岡県福岡市早良区東入部 5丁目 15-7 092-872-3301

大協コンクリート (株 )
842-0121
佐賀県神埼市神埼町志波屋 1956 0952-52-9763

不二コンクリート工業(株) 佐賀県武雄市東川登町大字永野 7552-2 0954-23-1211

馬渡商会 ( 株 ) 佐賀県武雄市朝日町大字甘久 3498-2 0954-23-4145

Ｈ．Ｏ．Ｃ( 株 )
856-0835
長崎県大村市久原 2丁目 1533-2 0957-53-2112

三和コンクリート工業(株)
863-0021
熊本県天草市港町 16-13 0969-22-5124

土佐屋コンクリート工業 ( 株 )
860-0863
熊本県熊本市中央区坪井 6丁目 38 番 15 号 096-343-3855

不二高圧コンクリート(株 )
861-4114
熊本県熊本市南区野田 1丁目 4番 72 号 096-358-8585

南九州コンクリート(株) 熊本県八代市港町 262 番地の 26 0965-37-0124

( 株 ) ヤマックス
862-0950
熊本県熊本市中央区水前寺 3丁目 9番 5号 096-381-6300

( 株 ) 和商一
868-0415
熊本県球磨郡あさぎり町免田西 3003-2 0966-45-1251

( 株 ) 池永セメント工業所
879-7761
大分県大分市大字中戸次 4763 097-597-3113

大建コンクリート (株 )
879-1313
大分県杵築市山香町速見インター工業団地 0977-44-6262

九州中川ヒューム管工業 ( 株 )
880-0211
宮崎県宮崎市佐土原町下田島 20048 0985-73-1511

インフラテック ( 株 )
890-0062
鹿児島県鹿児島市与次郎 2丁目 7番 25 号 099-252-9911

鹿児島共和コンクリート工業 ( 株 )
892-0821
鹿児島県鹿児島市名山町 1番 3号 099-225-3881

会員会社名 県 住　　所 ＴＥＬ

843-0001

866-0033

( 有 ) 太陽コンクリート工業
891-0144
鹿児島県鹿児島市光山 2丁目 1番 60 号 099-261-6911

( 株 ) 大建
891-1301
鹿児島県鹿児島市西佐多町 942 番地 1 099-295-1151

福

　
　
岡

　
　
県

佐

　
　
賀

　
　
県
長
崎
県

熊

　
　
本

　
　
県

大 

分 

県

宮
崎
県

鹿

　
児

　
島

　
県

( 株 ) 浜崎コンクリート工業
894-1508
鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 1114-69 0997-72-1179

北南コンクリート(株 )
891-3101
鹿児島県西之表市西之表 14175 番地 0997-23-1878

会員会社名 県 住　　所 ＴＥＬ

（平成 27 年 3 月 1 日　現在）

は

●九州コンクリート製品協会　会員名簿●

インターネットでも閲覧可能です！！

九州コンクリート製品協会 検索

九州コンクリート製品協会ＨＰより
Ｗｅｂ　Ｃｏｎｐａｓのサイトに移動して下さい。

843-0233

825-0001

麻生セメント ( 株 )　福岡支店
814-0001
福岡県福岡市早良区百道浜二丁目 4番 27 号 092-833-5110

( 有 ) 稲佐鉄工所
824-0043
福岡県行橋市大字流末 1138-1 0930-23-3233

宇島技研 ( 有 )
828-0022
福岡県豊前市大字宇島 522 番 20 0979-82-2811

宇部三菱セメント ( 株 ) 九州支店
810-0001
福岡県福岡市中央区天神 1丁目 12 番 20 号 092-752-6101

( 株 ) オンガ
811-4301
福岡県遠賀郡遠賀町島津 464-1 093-293-3635

住友大阪セメント ( 株 )　福岡支店 812-0011
福岡県福岡市博多区博多駅前 1丁目 2番 5号 092-441-1441

( 株 ) ダイクレ　九州支店
816-0931
福岡県福岡市博多区店屋町 5番 18 号 092-262-8765

太平洋セメント ( 株 )　九州支店
812-0018
福岡県福岡市博多区住吉 1-2-25 092-263-8455

( 株 ) チヨダマシナリー　福岡支店
816-0912
福岡県大野城市牛頸 4丁目 4-21-102 092-596-8314

( 株 ) トクヤマ　福岡支店
810-0001
福岡県福岡市中央区天神 1丁目 14 番 16 号 092-732-6677

西村工業 ( 株 )
820-1111
福岡県飯塚市勢田 2067-9 09496-6-4117

日工 ( 株 )　九州支店
816-0931
福岡県大野城市筒井 1丁目 11 番 28 号 092-574-6211

日吉化学工業 ( 株 ) 福岡県北九州市若松区藤ノ木 3丁目 2番 39 号 093-791-3233

ヒロセ ( 株 )　補強土橋梁部
812-0023
福岡県福岡市博多区奈良屋町 2番 1号 092-283-7320

福岡金網工業 ( 株 )
812-0041
福岡県福岡市博多区吉塚 1丁目 3番 11 号 092-621-3000

森山工業 ( 株 )
830-0075
福岡県久留米市大善寺町黒田 53-1 0942-27-1147

( 有 ) 大東運輸
859-1414
長崎県島原市有明町大三東丁 671-1 0957-68-1800

( 株 ) 不二宮製作所 熊本県荒尾市高浜字前 1825-50 0968-68-1318

( 株 ) 宝機材
501-0222
岐阜県瑞穂市別府 1723-1 058-327-2222

トヨタ工機 ( 株 )
183-0035
東京都府中市四谷 6丁目 12-8 0952-53-2131

( 株 ) 日栄商事
501-6236
岐阜県羽島市江吉良町江中 7-16 058-398-3611

808-0074

864-0025

富国石油 ( 株 )
410-0011
静岡県沼津市岡宮 949 番地の 8 055-921-4331

( 株 ) 技建
901-1207
沖縄県南城市大里字古堅 1246 番地 098-945-2787

賛

　
　
助

　
　
会

　
　
員

沖
縄
県

鹿
児
島
県

※本文中のカットは馬出博文氏　（中津市在住）の作品です。
※住所変更などある場合は、早めに事務局へご連絡ください。
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国
土
保
全
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

C O N P A S (2)

後
、
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発

表
。
尾
堂
理
事
が
地
元
理
事
と

し
て
来
鹿
歓
迎
の
挨
拶
と
あ
わ

せ
て
開
会
を
宣
言
し
て
例
会
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
松
﨑
会
長
が
以

下
の
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

の
日
本
は
自
然
災
害
が
多
発
し

て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
３
年

前
に
は
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
、
地
震
だ
け
で
な
く
大
津
波
、

さ
ら
に
は
福
島
第
一
原
発
事
故

な
ど
、
大
き
な
爪
痕
を
の
こ
し

た
。
地
震
に
つ
い
て
は
今
後
、『
首

次

頁

に

つ

づ

く

➪

　
平
成
　
年
　
月
７
日
（
火
）
に
、

「
平
成
二
十
六
年
度
第
一
回
例

会
」
が
鹿
児
島
市
の
城
山
観
光

ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
　
名

が
出
席
し
ま
し
た
。
開
会
に
先

立
ち
、
例
会
の
司
会
担
当
・
森

総
務
企
画
委
員
が
自
己
紹
介
の

あ　
「
昨
年
度
の
沖
縄
例
会
は
台
風

接
近
で
仕
切
り
直
し
と
な
り
今

年
の
２
月
に
開
催
さ
れ
た
が
、

今
回
も
２
日
前
に
台
風
が
通
過

し
開
催
が
心
配
さ
れ
た
。
最
近

て

■
平
成

　年
度
第
一
回
例
会

　鹿
児
島
市
で
開
催

会長挨拶（松﨑会長）

２６
１２

１３

役
立
て
る
協
会
を
目
指
し
て

都
直
下
型
大
地
震
』
や
『
南
海

ト
ラ
フ
地
震
』
と
い
う
壊
滅
的
な

被
害
が
予
想
さ
れ
る
大
地
震
が

近
い
将
来
起
こ
る
と
い
わ
れ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
大
地
震
へ
の

耐
震
対
策
や
津
波
対
策
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
地
球
温
暖
化

に
よ
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が
頻
発
し

て
お
り
、
現
状
の
排
水
機
能
で
は

追
い
つ
か
な
い
豪
雨
の
結
果
、
街

中
が
川
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

映
像
を
テ
レ
ビ
で
よ
く
見
か
け

る
。
８
月
に
は
広
島
で
豪
雨
に
よ

り
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
多
く
の

方
が
亡
く
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ゲ

リ
ラ
豪
雨
に
対
し
て
も
治
山
・
治

水
事
業
や
排
水
対
策
、
地
下
貯
留

対
策
が
急
が
れ
る
。

　
さ
ら
に
は
、
ご
存
知
の
通
り
、

９
月
　
日
に
御
嶽
山
が
噴
火
し
、

　
名
超
の
方
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
火
山
に
つ
い
て
調
べ
た

と
こ
ろ
世
界
に
は
１
，
５
０
０
の

活
火
山
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
１
２

０
カ
所
が
日
本
に
あ
る
。
当
地
・

鹿
児
島
に
も
桜
島
と
い
う
火
山

が
あ
り
噴
煙
を
あ
げ
て
い
る
。
今

回
の
御
嶽
山
の
噴
火
に
よ
る
降

灰
量
は
　
万
㎥
前
後
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、
１
９
１
４
年
の
桜

島
・
大
正
大
噴
火
の
際
に
は
　
億

㎥
の
降
灰
が
あ
り
、
今
回
の
御
嶽

山
噴
火
の
５
，
０
０
０
倍
の
噴
出

物
が
周
辺
を
火
山
灰
で
埋
め
尽

会　場　全　景

〈
会
長
挨
拶
の
要
旨
〉

多
発
す
る
災
害
へ
の
対
策

く
し
た
。
も
と
も
と
火
山
島
で

あ
っ
た
桜
島
が
こ
の
噴
火
で
大

隅
半
島
と
繋
が
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
大
噴
火
は
別
に

し
て
も
、
火
山
付
近
で
は
避
難
壕

な
ど
の
噴
火
対
策
も
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
先
週
、
九
州
各
県
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
品
協
同
組
合
の
連
合

会
総
会
が
あ
り
、
各
県
組
合
が
近

況
を
発
表
し
た
。
昨
年
度
は
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
な
ど
に
よ
る
早
期
発

注
で
出
荷
量
が
増
加
し
た
が
、
今

年
度
に
入
っ
て
出
荷
量
が
減
少

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
九
州
全
域

で
出
荷
量
が
減
少
し
て
い
る
中
、

急
激
な
円
安
な
ど
を
背
景
に
諸

資
材
が
値
上
げ
基
調
に
あ
り
、
今

後
も
上
昇
基
調
が
継
続
す
る
こ

と
を
危
惧
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
外
部
環
境
を
勘

案
す
る
と
、
今
ま
で
以
上
に
適
正

価
格
で
の
販
売
が
重
要
と
な
る
。

ま
た
、
自
然
災
害
に
対
す
る
新
製

品
の
開
発
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

品
の
供
給
と
い
っ
た
取
り
組
み

も
必
要
で
あ
る
。
当
協
会
と
し
て

も
、
九
州
・
沖
縄
地
区
の
国
土
保

全
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
役
立
て
る

協
会
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い

く
の
で
、
会
員
全
社
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

適
正
価
格
で
の
販
売
へ

２６

１０

６０

２７

５０

４０

２０

C O N P A S(27)
学
校
」
の
事
務
局
長
さ
ん
を
続
け
る
。

　
そ
し
て
今
年
２
０
１
５
年
は
開
講

以
来
な
ん
と
　
周
年
を
迎
え
、
７
５

０
回
の
講
座
数
に
な
る
。
こ
の
１
月

に
は
東
大
史
料
編
纂
所
井
上
聰
助
教

を
迎
え
て
記
念
講
演
会
が
無
事
に
終

わ
っ
た
ば
か
り
。
開
講
当
時
は
３
年

は
続
け
た
い
と
思
っ
た
と
か
。
そ
れ

が
な
ん
と
　
周
年
、
Ｙ
・
Ｋ
氏
な
ら
で

は
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
毎
月

の
講
座
の
プ
ラ
ン
と
講
師
の
交
渉
、

そ
の
準
備
と
資
料
の
作
成
、
案
内
な

ど
も
の
す
ご
い
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
兼

ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
「
街
道
や
史
跡
を
あ
る
く

会
の
世
話
人
さ
ん
を
毎
月
行
う
。
北

九
州
市
・
小
倉
北
区
の
紫
川
に
か
か

る
常
磐
橋
を
起
点
に
長
崎
街
道
と
豊

前
街
道
が
始
ま
る
。
そ
の
街
道
１

コ
ー
ス
を
２
年
ほ
ど
か
け
て
そ
の
中

に
点
在
す
る
史
跡
を
た
ど
り
な
が
ら

会
員
の
皆
さ
ん
を
案
内
し
て
目
的
地

ま
で
踏
破
す
る
の
で
あ
る
。
月
に
１

回
日
曜
日
、
予
定
の
Ｊ
Ｒ
駅
に
集
合

し
て
そ
こ
を
起
点
に
地
図
を
見
な
が

ら
旧
街
道
に
沿
っ
て
１
日
５
～
　
キ

ロ
ほ
ど
歩
い
て
来
月
ま
た
そ
の
先
の

駅
に
集
合
、
次
を
歩
き
進
め
る
。

　
街
道
だ
け
で
は
な
い
。
行
橋
駅
か

ら
直
方
駅
に
通
じ
る
平
成
筑
豊
鉄
道

沿
線
の
史
跡
や
名
所
も
踏
破
し
た
。

こ
れ
も
約
２
年
か
け
て
歩
い
た
。
旧

街
道
も
平
成
筑
豊
鉄
道
沿
線
も
１
回

で
は
な
い
、
い
ず
れ
も
複
数
回
歩
い

て
い
る
。
そ
れ
は
新
し
い
会
員
さ
ん

た
ち
の
た
め
で
あ
る
と
同
時
に
リ

ピ
ー
タ
ー
も
同
じ
街
道
や
史
跡
を
歩

け
ば
毎
回
新
し
い
発
見
と
人
々
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
拡
が
る
か
ら

で
あ
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
お
世
話
は
容
易
で

は
な
い
。
ま
ず
歩
く
コ
ー
ス
の
地
図

や
史
跡
の
資
料
作
成
と
予
想
さ
れ
る

参
加
者
の
把
握
、
そ
の
人
数
分
の
プ

リ
ン
ト
、
現
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
郷

土
史
家
ガ
イ
ド
さ
ん
へ
の
お
願
い
、

そ
し
て
事
前
の
下
見
。
そ
ん
な
煩
雑

な
業
務
を
毎
月
数
人
の
加
勢
ス
タ
ッ

フ
と
い
と
も
簡
単
に
片
づ
け
て
当
日

涼
し
い
顔
で
み
ん
な
を
迎
え
る
。

　
ど
こ
も
都
市
化
が
進
ん
で
痕
跡
の

消
え
か
か
っ
た
旧
街
道
や
史
跡
を
そ

の
土
地
の
郷
土
史
家
か
ら
説
明
を
聞

く
、
頭
と
体
の
両
方
が
同
時
に
鍛
錬

で
き
る
仕
掛
け
だ
か
ら
中
高
年
者
に

は
最
高
の
楽
し
み
。
年
会
費
は
わ
ず

か
１
０
０
０
円
、
登
録
さ
れ
て
い
る

メ
ン
バ
ー
は
１
５
０
人
を
超
え
て
い

る
。
だ
か
ら
気
候
と
天
気
の
い
い
日

に
は
１
０
０
名
く
ら
い
の
キ
ャ
ラ
バ

ン
に
な
る
。

　
１
年
に
数
回
の
史
跡
探
訪
バ
ス
ツ

ア
ー
も
あ
る
。
い
つ
も
は
ま
っ
す
ぐ

歩
く
だ
け
だ
が
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
み

ん
な
が
固
ま
っ
て
行
動
す
る
か
ら
い

つ
も
よ
り
仲
間
意
識
の
輪
が
広
が

る
。
み
ん
な
で
会
食
し
た
り
、
温
泉
入

浴
な
ど
楽
し
い
行
楽
の
一
日
と
な

る
。

　
さ
ら
に
Ｙ
・
Ｋ
氏
は
も
う
一
つ
大

き
な
仕
事
を
抱
え
て
い
る
。
朝
日
新

聞
・
京
築
版
に
週
１
回
の
「
新
・
京
築

風
土
記
」
の
シ
リ
ー
ズ
連
載
で
あ
る
。

毎
週
写
真
付
き
で
現
地
取
材
の
記
事

を
書
く
。
こ
れ
だ
け
の
枠
囲
み
記
事

を
毎
週
掲
載
す
る
な
ど
新
聞
記
者
も

顔
負
け
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に
「
新
」

と
付
く
か
ら
、
旧
が
あ
る
。
昭
和
　
年

（
１
９
７
７
年
）
か
ら
「
京
築
風
土
記
」

の
初
刊
を
執
筆
し
て
い
る
。
単
行
本

に
も
な
っ
て
い
る
。

　
ま
さ
に
京
築
に
生
ま
れ
て
、
京
築

に
生
き
て
、
京
築
文
化
の
守
護
神
の

よ
う
な
人
で
あ
る
。
ひ
た
す
ら
「
郷
土

史
」
で
あ
る
。
知
的
好
奇
心
の
あ
る
一

般
市
民
の
皆
さ
ん
が
彼
の
回
り
に
雲

霞
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
い
る
。
京
築

だ
け
で
は
な
い
周
辺
の
北
九
州
市
や

大
分
県
・
中
津
市
周
辺
か
ら
も
参
加

者
が
た
く
さ
ん
い
る
。
だ
か
ら
広
域

の
「
豊
前
の
国
」
が
Ｙ
・
Ｋ
氏
の
ス

テ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
講
演
や

同
窓
会
や
町
役
な
ど
な
ど
、
と
に
か

く
忙
し
い
人
で
あ
る
。
頭
の
回
転
と

行
動
力
と
健
康
が
な
け
れ
ば
で
き
な

い
。
ま
ず
誰
も
氏
の
真
似
は
で
き
な

い
と
思
う
。

　
以
上
、
Ｙ
・
Ｋ
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は

Ｙ
・
Ｋ
氏
が
な
ぜ
ス
ゴ
イ
人
で
あ
る

か
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
氏
の

行
動
の
根
底
に
あ
る
の
は
先
に
述
べ

た
よ
う
に
「
人
の
喜
ぶ
こ
と
は
自
分

の
喜
び
で
あ
る
」
と
い
う
考
え
方
で

し
ょ
う
。
つ
ま
り
無
条
件
に
喜
び
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
喜
び
の
サ
ン
タ

ク
ロ
ー
ス
さ
ん
」で
あ
る
。

　
自
分
を
売
り
込
ん
で
立
身
出
世
や

商
売
な
ど
に
利
用
し
よ
う
と
い
う
人

が
多
い
世
の
中
だ
か
ら
、
野
心
家
か

ら
み
れ
ば
手
の
付
け
ら
れ
な
い
超
人

で
あ
る
。
大
げ
さ
に
言
え
ば
現
代
の

西
郷
さ
ん
で
あ
る
。「
金
も
要
ら
ぬ
、

名
誉
も
要
ら
ぬ
、
命
も
要
ら
ぬ
」
と
西

郷
さ
ん
は
言
っ
た
。
新
政
府
に
不
満

を
持
つ
不
平
士
族
と
共
に
自
分
の
意

に
反
し
て
ま
で
も
西
南
戦
争
で
故
郷

の
城
山
に
散
っ
た
か
ら
鹿
児
島
で
は

圧
倒
的
に
西
郷
さ
ん
で
あ
る
。
明
治

維
新
の
礎
を
築
い
た
同
郷
の
大
久
保

利
通
の
人
気
は
そ
の
比
で
は
な
い
。

　
Ｙ
・
Ｋ
氏
が
主
宰
す
る
会
に
は
必

ず
別
に
会
長
さ
ん
が
い
る
。
Ｙ
・
Ｋ
氏

は
常
に
事
務
局
長
か
世
話
人
で
あ

る
。
当
然
の
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、

現
場
の
仕
事
を
す
る
人
は
ナ
ン
バ
ー

２
で
な
い
と
や
り
に
く
い
。
し
か
し

こ
こ
で
大
事
な
の
が
ナ
ン
バ
ー
１
と

ナ
ン
バ
ー
２
の
阿
吽
（
あ
う
ん
）
の
呼

吸
で
あ
る
。
こ
の
呼
吸
が
乱
れ
る
と

何
事
も
う
ま
く
い
か
な
い
。
ナ
ン

バ
ー
２
が
常
に
ナ
ン
バ
ー
１
を
支
え

て
実
績
を
横
取
り
し
な
い
気
配
り
が

何
よ
り
も
肝
要
で
あ
る
。

　
バ
カ
殿
様
を
支
え
て
実
権
を
握
る

家
老
や
、
政
財
界
の
黒
幕
な
ど
と
呼

ば
れ
て
表
に
躍
り
出
て
く
る
人
物
が

あ
る
が
こ
れ
で
は
何
も
う
ま
く
は
い

か
な
い
。
会
社
で
も
ナ
ン
バ
ー
１
と

ナ
ン
バ
ー
２
が
お
互
い
に
利
口
で
そ

の
職
責
に
忠
実
で
あ
る
と
社
員
か
ら

も
信
頼
さ
れ
て
会
社
繁
栄
に
つ
な
が

る
。
社
長
と
専
務
の
連
携
が
う
ま
く

い
け
ば
社
内
に
落
ち
着
い
た
活
気
が

あ
る
。
ト
ッ
プ
の
和
が
い
か
に
大
切

か
が
分
か
る
。
ト
ッ
プ
中
心
だ
と
ワ

ン
マ
ン
に
な
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら

ナ
ン
バ
ー
２
の
力
量
と
分
別
が
す
べ

て
を
決
め
る
。

　
国
も
町
も
村
も
同
じ
で
あ
る
。
　

年
く
ら
い
前
か
ら
日
本
全
国
各
地
で

博
覧
会
が
盛
ん
に
開
催
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
税
金
の
無
駄

遣
い
だ
と
云
わ
れ
て
き
た
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
に
「
活
性
化
」
と
い
う
名
前

の
お
金
を
つ
か
う
よ
う
に
な
っ
た
。

村
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
お
ろ
そ
か
に

す
る
と
外
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
な

い
。
町
の
お
店
や
産
物
の
売
り
上
げ

も
上
が
ら
な
い
。
そ
の
う
ち
町
が
す

た
れ
て
い
く
。
し
か
し
イ
ベ
ン
ト
に

取
り
組
ん
で
う
ま
く
い
け
ば
町
の
収

益
が
上
が
り
、
い
つ
の
間
に
か
外
部

の
お
客
さ
ん
を
迎
え
る
た
め
の
橋
や

道
路
も
立
派
に
な
る
。

　
家
庭
で
も
同
じ
で
あ
る
。
夫
婦
の

仲
が
い
い
と
独
立
し
た
息
子
や
娘

が
、
孫
を
連
れ
て
里
帰
り
し
て
き
て

家
の
中
が
賑
や
か
で
あ
る
。
そ
し
て

家
が
栄
え
る
。
反
対
に
夫
婦
仲
が
悪

い
と
子
供
や
孫
は
実
家
に
寄
り
付
か

な
く
な
る
。
そ
し
て
家
が
す
た
れ
て

い
く
。

　
Ｙ
・
Ｋ
氏
の
ご
家
族
は
と
て
も
賑

や
か
で
あ
る
。
正
月
の
年
賀
状
に
は

４
世
代
に
わ
た
る
全
家
族
が
揃
っ
て

笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。
永
遠
に
栄

え
る
家
や
会
社
や
町
や
村
は
こ
う
あ

る
も
の
だ
。

　
　
　
広
告
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
　
松
山
直
英

■
ナ
ン
バ
ー
１
と
ナ
ン
バ
ー
２
の

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
吽
の
呼
吸

４０

４０

１０

３０

５２



　・
九
州
各
県
の
土
木
関
係
予
算
総

　括　・
九
州
地
域
の
建
設
投
資
見
通
し

　⑤
技
術
委
員
会
活
動
報
告

　・
技
術
委
員
会
の
組
織
体
制

　・
技
術
委
員
会
開
催
報
告

　・
各
社
技
術
者
の
技
術
力
向
上
に

　向
け
た
取
組
み

　・
プ
レ
コ
ン
管
理
士
登
録
フ
ロ
ー

　⑥
危
機
管
理
委
員
会
活
動
報
告

　・
危
機
管
理
委
員
会
の
組
織
体
制

　・
危
機
管
理
委
員
会
の
設
置

　・
災
害
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

　⑦
協
会
型
製
品
開
発
・
導
入
Ｗ
Ｇ

　・
協
会
型
製
品
開
発
・
導
入
Ｗ
Ｇ
設

　置
の
経
緯

　・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
構
成

　・
第
１
回
会
議
開
催
報
告

　⑧
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　実
行
委
員
会
参
画
報
告

　・
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

　目
的
と
実
行
委
員
会
名
簿

　・
実
行
委
員
会
参
画
報
告

　・
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

　０
１
４
開
催
告
知

六

　九
州
か
た
ま
り
会
開
催
案
内

七

　そ
の
他

八

　閉
会

　（
株)

浜
崎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業

　

　
　代
表
取
締
役
社
長

　濵
﨑
輝
実

四

　資
料
の
確
認

五

　報
告
事
項

　①
理
事
会
活
動
報
告

　・
理
事
会
の
組
織
体
制

　・
理
事
会
開
催
報
告

　・
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
開
催
報
告

　・
協
会
の
施
策
お
よ
び
目
指
す
べ

　き
方
向

　②
総
務
企
画
委
員
会
活
動
報
告

　・
総
務
企
画
委
員
会
の
組
織
体
制

　・
総
務
企
画
委
員
会
開
催
報
告

　・
総
会
お
よ
び
例
会
並
び
に
九
州

　か
た
ま
り
会
開
催
報
告

　③
広
報
委
員
会
活
動
報
告

　・
広
報
委
員
会
の
組
織
体
制

　・
広
報
委
員
会
開
催
報
告

　・
今
年
度
の
広
報
委
員
会
活
動

　・
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ

　刊
の
紹
介

　④
市
場
調
査
委
員
会
活
動
報
告

　・
市
場
調
査
委
員
会
の
組
織
体
制

　・
市
場
調
査
委
員
会
開
催
報
告

　・
平
成

　年
度
市
場
調
査
回
収
状

　況　・
地
区
別
調
査
結
果
（
生
産
・
出
荷
）

　・
セ
メ
ン
ト
用
途
別
販
売
実
績

　・
九
州
地
方
整
備
局
の
予
算
総
括

C O N P A S(3)

○
理
事
会
お
よ
び
各
委
員
会
の
活
動

　報
告
。
最
後
に
地
元
・
鹿
児
島
県
会

　員
社
の(

株)

浜
崎
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　工
業
・
濵
﨑
社
長
が
閉
会
宣
言
を

　述
べ
て
例
会
が
閉
会
。

○
例
会
終
了
後
に
「
暴
力
団
対
策
の

　実
務
」
と
題
し
て
、
桃
木
野
総
合
法

　律
事
務
所
・
代
表
の
桃
木
野
聡
氏

　が
基
調
講
演
。

○
会
場
を
移
動
し
て
懇
親
会
開
催
。

　懇
親
会
で
は
次
回
例
会
開
催
地
・

　熊
本
県
担
当
の
茂
森
副
会
長
の
開

　会
挨
拶
に
続
き
、
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ

　学
界
正
会
員
と
し
て
協
会
活
動
に

　ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
鹿
児

　島
大
学
・
武
若
教
授
が
乾
杯
の
発

　声
。
多
数
の
参
加
者
が
歓
談
す
る

　中
、
同
じ
く
次
回
例
会
開
催
予
定

　地
の
熊
本
県
担
当
・
岸
川
理
事
の

　中
締
め
で
盛
会
裡
に
懇
親
会
が
修

　了
し
ま
し
た
。

　
○
翌
８
日
「
九
州
か
た
ま
り
会

　第

　二
十
二
回
懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

　が
鹿
児
島
ガ
ー
デ
ン
ゴ
ル
フ
ク
ラ

　ブ
で
開
催
さ
れ
、
本
例
会
の
プ
ロ

　グ
ラ
ム
が
全
て
終
了
し
ま
し
た
。

２６

親
会

懇

〈
そ
の
他
の
主
な
報
告
事
項
〉

特
定
非
営
利

活
動
法
人

平
成

　
年
度
第
一
回
例
会
プ
ロ
グ
ラ
ム

九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会

開会宣言

（尾堂理事）

例会司会

（森総務企画委員）

閉会宣言

（濵﨑社長）

講師紹介

（松山総務企画委員）

講演御礼

（松﨑会長）

受付スタッフ

懇親会開会挨拶
（茂森副会長）

懇親会乾杯
（鹿児島大学・武若教授）

懇親会中締め
（岸川理事）

懇親会司会
（入江理事）

鹿
児
島
大
学
・
武
若
教
授
の
乾
杯
の

ご
発
声
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト

基調講演講師 会
日
時

　平
成

　年

　月
７
日
（
火
）

　
　
　
　時

　分

　～

　
　時

　分

場
所

　城
山
観
光
ホ
テ
ル
（
鹿
児
島
）

議
事
次
第

一

　開
会
宣
言
（
尾
堂
理
事
）

二

　会
長
挨
拶
（
松
﨑
会
長
）

三

　出
席
者
数
の
報
告

　正
会
員

　社

　学
界
正
会
員
１
名

　賛
助
会
員

　社

　
　
　合
計

　名

２６

１０

１５

３０

１６

４５

２８
１５

６１

２１

２６

（桃木野聡氏）

C O N P A S (26)

　以
前
も
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
私
は
金
魚
の
飼
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
、
飼
育
し
て
い
る
の
は
、
ら

ん
ち
ゅ
う
と
東
錦
（
鈴
木
東
）
の
２
種

類
で
す
。

　毎
年
９
月
頃
に
な
る
と
、「
今
年
も

思
っ
た
よ
う
な
金
魚
を
つ
く
る
こ
と

が
で
き
ず
も
う
来
年
は
や
め
よ
う
」

と
そ
の
時
は
思
う
の
で
す
が
、
こ
の

季
節
に
な
る
と
今
年
こ
そ
は
良
い
金

魚
を
つ
く
り
た
い
と
、
こ
こ
ろ
踊
る

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
今
年
は
、
ら
ん

ち
ゅ
う
と
昨
年
産
卵
が
で
き
な
か
っ

た
鈴
木
東
（
鈴
木
さ
ん
と
い
う
方
が

つ
く
り
上
げ
た
金
魚
で
、
現
在
は
飼

育
を
や
め
ら
れ
た
品
種
で
す
）
を
是

非
つ
く
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　昨
年
の

　月
中
旬
頃
水
温
が

　℃

を
下
回
っ
て
か
ら
餌
を
き
り
、
産
卵

春
、
こ
こ
ろ
踊
る

　
　
　季
節
を
迎
え
て

株
式
会
社
馬
渡
商
会

　
　
　松
尾

　平

　

Hobby

の
準
備
を
し
ま
す
。
気
に
入
っ
た
金

魚
を
つ
く
る
に
は
、
先
ず
良
い
種
親

魚
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。
そ
し
て
一
番

大
切
な
こ
と
は
水
の
管
理
と
餌
の
与

え
方
で
す
。

　今
年
は
、
２
月

　日
前
後
に
産
卵

さ
せ
る
種
親
魚
（
雄
、
雌
）
を
選
び
、
水

槽
の
水
温
を
徐
々
に
上
げ

　℃
に
し

て
金
魚
を
起
こ
す
予
定
で
す
。
餌
を

少
し
づ
つ
与
え
こ
の
状
態
を
１
ヶ
月

程
続
け
ま
す
。
雌
は
腹
が
少
し
づ
つ

膨
ら
み
、
雄
は
胸
鰭
に
追
星
が
確
認

さ
れ
ま
す
が
、
雄
、
雌
の
見
分
け
方
は

な
か
な
か
難
し
い
で
す
。

　１
ヶ
月
後
か
ら
産
卵
が
可
能
な
状

態
に
な
り
ま
す
。
産
卵
は
早
朝
か
ら

午
前
中
に
か
け
て
始
ま
り
ま
す
。
水

槽
に
産
卵
藻
を
入
れ
て
自
然
産
卵
さ

せ
る
場
合
と
洗
面
器
の
中
で
雄
、
雌

を
掛
け
合
わ
せ
る
人
工
授
精
の
方
法

が
あ
り
後
者
が
受
精
率
が
高
く
主
流

で
す
が
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
で

す
。
卵
は
５
日
ほ
ど
で
孵
化
し
多
い

と
き
は
５
～
６
０
０
０
匹
の
稚
魚
が

誕
生
し
ま
す
。
生
ま
れ
た
時
は
、
体
長

２
～
３
㎜
の
針
子
で
全
て
黒
色
で

す
。
こ
れ
を
大
き
く
す
る
た
め
に
与

え
る
餌
は
ブ
ラ
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
プ

（
エ
ビ
の
卵
）
で
す
。
水
温

　℃
の
塩

水
で

　時
間
撹
拌
し
て
孵
化
し
、
こ

れ
を
濾
過
し
て
稚
魚
に
朝
夕
に
与
え

ま
す
。
と
て
も
手
間
が
か
か
る
作
業

に
な
り
ま
す
。

こ
の
作
業
を
２
ヶ
月
程
続
け
稚
魚
は

成
長
し
て
い
き
ま
す
。
成
長
し
た
稚

魚
を
幾
度
と
な
く
選
別
し
て
い
く
中

で
稚
魚
は
黒
子
と
な
り
、
色
変
わ
り

を
し
素
赤
、
更
紗
、
白
な
ど
の
色
が

出
、
形
が
出
来
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

６
ヶ
月
後
に
は
体
長
２
～
３
㎜
の
針

子
が

　㎝
の
成
魚
に
な
る
の
で
す
。

そ
の
成
長
過
程
を
見
守
っ
て
い
く
の

が
金
魚
飼
育
の
一
番
の
楽
し
み
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
途
中
病
気
に

罹
っ
て
全
滅
し
た
り
、
良
魚
が
一
匹

も
お
ら
ず
全
部
処
分
す
る
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
。
最
終
残
る
良
魚
は
、

数
匹
残
れ
ば
御
の
字
で
、
一
匹
も
残

ら
な
い
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。　愛

好
家
は
、
こ
の
よ
う
な
弛
ま
な

い
努
力
を
重
ね
、
９
月
か
ら
始
ま
る

品
評
会
を
目
指
し
、
最
終
毎
年

　月

３
日
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
（
今
年

は
名
古
屋
で
開
催
）
で
東
大
関
《
番

付
》
獲
得
に
向
け
て
自
慢
の
金
魚
（
ら

ん
ち
ゅ
う
）
を
つ
く
り
上
げ
て
行
く

の
で
す
。
私
も
、
楽
し
み
な
が
ら
少
し

で
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

二
流
の
人
生
（
３
）

Essay

■
喜
び
の
サ
ン
タ
さ
ん

「
美
夜
古
歴
史
学
校
」

　周
年
の
Ｙ
・
Ｋ
氏

　今
回
、
ご
紹
介
す
る
の
は
福
岡
県

Ｙ
市
に
住
ま
わ
れ
る
Ｙ
・
Ｋ
氏
。
身
近

で
い
ま
も
元
気
に
活
躍
さ
れ
て
い
る

の
で
こ
の
拙
文
の
筆
者
も
氏
の
こ
と

を
書
く
こ
と
に
は
い
さ
さ
か
の
緊
張

が
あ
る
。
長
く
市
の
役
所
に
勤
め
て

そ
の
う
ち
の

　年
間
を
広
報
、

　年

余
り
を
教
育
関
係
の
仕
事
を
さ
れ
て

き
た
。
だ
か
ら
京
築
地
方
の
郷
土
の

歴
史
や
文
化
を
自
分
の
足
で
細
か
く

丹
念
に
調
べ
上
げ
て
き
た
実
績
を
持

つ
、
い
わ
ば
京
築
地
方
の
生
き
字
引

人
間
で
あ
る
。

　教
育
関
係
と
聞
く
と
堅
苦
し
い
仕

事
に
思
え
る
が
、
ま
っ
た
く
正
反
対

の
く
っ
た
く
の
な
い
ベ
レ
ー
帽
の
似

合
う
自
由
人
で
あ
る
。
人
に
接
す
る

と
き
は
ど
ん
な
人
に
も
気
安
く
気
配

り
こ
ま
や
か
、
頭
の
回
転
早
く
、
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
、
何
事
も
手
早
く
処

理
し
て
し
ま
う
。
と
り
わ
け
人
の
面

倒
見
に
か
け
て
は
、
ま
ず
文
句
な
し

に
最
高
の
百
点
、
そ
の
た
め
に
生
ま

れ
て
き
た
よ
う
な
人
で
あ
る
。
つ
ま

る
と
こ
ろ
モ
ノ
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
報
酬
を
享
受
す
る
資
本
主
義
社

会
の
異
端
者
、
一
方
的
に
与
え
る
だ

け
の
人
で
あ
る
。

　随
分
昔
の
話
だ
が
、
ま
だ
カ
メ
ラ

が
ア
ナ
ロ
グ
し
か
な
い
頃
の
こ
と
、

あ
る
結
婚
式
の
記
念
写
真
を
撮
っ
て

そ
の
ま
ま
現
像
屋
さ
ん
に
駆
け
込
ん

で
、
式
の
終
わ
り
に
は
出
席
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
ア
ル
バ
ム
に
な
っ
た
そ
の

写
真
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
っ
た
と
い

う
逸
話
も
あ
る
。
デ
ジ
カ
メ
の
な
い

頃
み
ん
な
は
そ
の
早
業
に
ど
れ
ほ
ど

驚
い
た
か
想
像
す
る
だ
け
で
も
愉
快

で
あ
る
。
氏
の
茶
目
っ
気
で
あ
る
。

「
人
の
喜
ぶ
こ
と
は
自
分
の
喜
び
で

あ
る
」
を
身
を
も
っ
て
実
践
す
る
の

が
Ｙ
・
Ｋ
氏
で
あ
る
。

　お
そ
ら
く
市
役
所
で
仕
事
を
し
て

い
た
頃
も
毎
日
が
遠
足
の
よ
う
に
楽

し
く
仕
事
は
趣
味
の
よ
う
だ
っ
た
に

違
い
な
い
。
定
年
で
退
官
さ
れ
た
後

は
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
、
す
で

に

　
　年
か
ら
開
講
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
座
の
「
美
夜
古
郷
土
史

雄金魚

雌金魚

鈴木東入賞盾

１１

１０

２０

２０

２８

２４

１２

１１

２２

１０

７５

４０



C O N P A S (4)

①
平
成
　
年
度
第
４
回
理
事
会

日
時
　
平
成
　
年
　
月
７
日

場
所
　
城
山
観
光
ホ
テ
ル

内
容

　
総
務
企
画
委
員
会
、
広
報
委
員
会
、

　
技
術
委
員
会
及
び
第
１
回
協
会
型

　
製
品
開
発
・
導
入
Ｗ
Ｇ
の
開
催
が

　
報
告
さ
れ
た
。

　
協
会
型
製
品
の
開
発
・
導
入
を
協

　
議
し
た
。

　
平
成
　
年
度
第
１
回
例
会
の
開
催

　
を
協
議
し
た
。

　
会
員
増
強
を
協
議
し
た

　
第
九
回
通
常
総
会
の
日
程
調
整
を

　
実
施
し
た
。

②
平
成
　
年
度
第
５
回
理
事
会

日
時
　
平
成
　
年
　
月
３
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

　
技
術
委
員
会
の
開
催
が
報
告
さ
れ

　
た
。

　
三
役
に
よ
る
九
州
地
方
整
備
局
長

　
へ
の
表
敬
訪
問
が
報
告
さ
れ
た
。

　
九
州
地
方
整
備
局
企
画
部
防
災
課

　
へ
の
防
災
協
定
締
結
に
向
け
た
ヒ

　
ア
リ
ン
グ
訪
問
が
報
告
さ
れ
た
。

　
協
会
購
入
書
籍
の
理
事
社
分
担
を

　
審
議
し
た
。

　
九
州
地
方
整
備
局
と
の
防
災
協
定

　
締
結
お
よ
び
危
機
管
理
委
員
会
の

　
組
織
変
更
等
を
審
議
し
た
。

　
会
員
増
強
を
協
議
し
た
。

　
平
成
　
年
度
事
業
計
画
策
定
の
た

　
め
の
意
見
抽
出
を
実
施
し
た
。

①
平
成
　
年
度
第
４
回
総
務
企
画
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
　
月
７
日

場
所
　
城
山
観
光
ホ
テ
ル

内
容

　
平
成
　
年
度
第
１
回
例
会
の
開
催

　
運
営
を
直
前
確
認
し
た
。

①
平
成
　
年
度
第
３
回
広
報
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
　
月
７
日

場
所
　
城
山
観
光
ホ
テ
ル

内
容

　
協
会
広
報
紙
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
　

　
第
　
刊
」
の
役
割
分
担
会
議
を
実

　
施
し
た
。

　※

Ｃ
ｏ
ｎ
ｐ
ａ
ｓ
　
刊
発
行
以
降

　
の
委
員
会
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
で

　
し
た
。

２６

理事会開催報告
（松﨑会長）

①
平
成
　
年
度
第
５
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
９
月
　
日

場
所
　
ヤ
マ
ッ
ク
ス
　
会
議
室

内
容

　
平
成
　
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
技

　
術
講
習
会
の
実
施
報
告
と
課
題
抽

　
出
を
実
施
し
た
。

　
プ
レ
コ
ン
管
理
士
に
対
す
る
今
後

　
の
対
応
を
協
議
し
た
。

　
協
会
型
製
品
開
発
・
導
入
Ｗ
Ｇ
の

　
会
議
が
報
告
さ
れ
、
技
術
的
内
容

　
を
協
議
し
た
。

②
平
成
　
年
度
第
６
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
　
月
　
日

場
所
　
ヤ
マ
ッ
ク
ス
　
会
議
室

内
容

　
平
成
　
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試

　
験
実
施
内
容
を
協
議
し
た
。

　
プ
レ
コ
ン
管
理
士
に
対
す
る
今
後

　
の
対
応
を
協
議
し
た
。

③
平
成
　
年
度
第
７
回
技
術
委
員
会

日
時
　
平
成
　
年
　
月
　
日

場
所
　
ヤ
マ
ッ
ク
ス
　
会
議
室

内
容

　
平
成
　
年
度
プ
レ
コ
ン
管
理
士
試

　
験
実
施
内
容
を
協
議
し
た
。

　
Ｋ
ｙ
ｕ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
学
界
正
会
員
と
の

■
理
事
会
及
び
各
委
員
会
報
告

　
技
術
懇
談
会
の
開
催
を
協
議
し
た

　
プ
レ
コ
ン
管
理
士
に
対
す
る
今
後

　
の
対
応
を
協
議
し
た
。

①
第
１
回
Ｗ
Ｇ
会
議

日
時
　
平
成
　
年
９
月
　
日

場
所
　
八
仙
閣

内
容

　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
設
置
目

　
的
お
よ
び
経
緯
が
説
明
さ
れ
た
。

　
協
会
型
製
品
開
発
・
導
入
の
可
能

　
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
協

　
議
し
た
。

理

　

事

　

会

・・・・・・

・・・・・・
総

務

企

画

委

員

会

・

広

報

委

員

会

・
市

場

調

査

委

員

会

・・・・・・・・
技

術

委

員

会

・
協
会
型
製
品
開
発
・
導
入

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

・・

総務企画委員会開催報告
（岸川総務企画委員長）

広報委員会開催報告
（上田広報委員長）

市場調査委員会開催報告
（本田市場調査委員長）

技術委員会開催報告
（河野技術委員長）

協会型製品ＷＧ開催報告
（中村副会長）

２６

１０

２６

２６

１２

２７

２６２６

２６

１０

２６

２６

２６

２６２６２６

２６

２６

２６

２６

１０

２２

２１

２６

１０

３１

２６

２６

２８

１１

２６

１８

C O N P A S(25)

　
今
回
か
ら
、
不
定
期
シ
リ
ー
ズ
も

の
と
し
て
、
九
州
各
地
の
風
景
写
真

を
簡
単
な
説
明
と
と
も
に
お
伝
え
す

る
こ
と
に
し
ま
す
。
記
念
す
べ
き
第

１
回
目
は
「
釈
迦
院
御
坂
遊
歩
道
」
の

紅
葉
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
九
州
の
ど
真
ん
中
、
熊
本
県
八
代

市
と
美
里
町
の
境
に
、
熊
本
が
全
国

に
誇
る
　
日
本
一
の
３
３
３
３
段
の

石
段
　
こ
と
『
釈
迦
院
御
坂
遊
歩
道
』

が
あ
り
ま
す
。
釈
迦
院
は
延
暦
　
年

（
７
９
９
年
）
、
桓
武
天
皇
の
勅
願
に

よ
り
奘
善
大
師
が
草
々
し
た
と
い
う

由
緒
正
し
き
天
台
宗
の
寺
院
で
あ

り
、
山
号
は
金
海
山
（
き
ん
か
い
ざ

ん
）
と
よ
ば
れ
、
最
盛
期
は
坊
数
　

坊
、
末
寺
　
院
が
建
ち
並
ぶ
「
西
の
高

野
山
」
と
も
称
さ
れ
た
一
大
霊
場

だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
天
正
年
間
（
１
５

７
３
年‐

１
５
９
２
年
）
に
キ
リ
シ

タ
ン
大
名
小
西
行
長
の
寺
院
焼
き
討

ち
に
あ
い
、
社
領
も
没
収
さ
れ
衰
退

し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
加
藤
清
正
・

忠
広
親
子
に
よ
り
再
興
さ
れ
、
熊
本

藩
主
細
川
氏
に
よ
り
修
復
さ
れ
て
今

の
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
ぽ
っ
く
り

寺
」と
も
呼
ば
れ
、
信
仰
す
れ
ば
長
わ

ず
ら
い
す
る
こ
と
が
な
い
と
の
こ
と

で
有
名
な
の
で
す
が
、
全
国
的
な
知

名
度
を
上
げ
る
た
め
、
１
９
８
８
年

（
昭
和
　
年
）
当
時
熊
本
県
知
事
で

あ
っ
た
細
川
護
熙
の
「
日
本
一
づ
く

り
運
動
」
に
呼
応
し
、
大
掛
か
り
な
参

道
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
そ
れ
ま
で
の
羽
黒
山
（
山
形
県
）

の
石
段
を
抜
く
３
３
３
３
段
の
日
本

一
の
石
段
（
釈
迦
院
御
坂
遊
歩
道
）
と

し
て
整
備
さ
れ
、
現
在
で
は
町
の
活

性
化
を
図
る
新
し
い
観
光
の
目
玉
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
石
段
の
多
く
は
熊
本

県
内
お
よ
び
九
州
各
地
か
ら
集
め
た

石
材
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
秋
に

は
そ
れ
以
外
に
も
全
国
　
ヶ
所
の
名

石
の
ほ
か
、
外
国
７
ヶ
国
の
御
影
石

も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上
り
始

め
か
ら
１
０
０
０
段
く
ら
い
ま
で
は

広
葉
樹
も
多
く
、
秋
は
隠
れ
た
紅
葉

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
地
元
で
名
を
馳

せ
て
い
ま
す
。

　
次
回
は
、「
ラ
ピ
ュ
タ
の
道
」
で
有

名
な
阿
蘇
谷
か
ら
北
外
輪
山
に
至
る

道
路
「
阿
蘇
市
道
狩
尾
幹
線
」
か
ら
の

写
真
を
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

日
本
一
の
石
段

南
九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト(

株)

Historical
View

九
州
の
絶
景
シ
リ
ー
ズ
（
第
一
回
）（

釈
迦
院
御
坂
遊
歩
道
）

代
表
取
締
役
社
長

　
　
　田
畑

　和
章

１８
７５

４９

１８

１０

”
”

熊本県・釈迦院御坂遊歩道の日本一の石段と紅葉



優勝 馬渡　洋三 43 42 85 14.4 70.6

順位 氏名 out in gross HDCP Net

準優勝 濵﨑　輝実 42 43 85 14.4 70.6

３位 茂森　拓 43 45 88 15.6 72.4

４位 藤川　正治 41 46 87 13.2 73.8

５位 茂森　潔 38 46 84 8.4 75.6

６位 蓑下　弘光 42 42 84 8.4 75.6

７位 松本　正信 50 51 101 25.2 75.8

８位 村尾　和則 42 51 93 16.8 76.2

９位 中村　健一郎 46 52 98 20.4 77.6

１０位 深水　孝浩 57 45 102 24.0 78.0

１１位 石田　大介 50 46 96 18.0 78.0

１２位 松山　隆文 47 47 94 15.6 78.4

１３位 福留　勝志 57 55 112 33.6 78.4

１４位 上田　泰博 51 48 99 20.4 78.6

１５位 鏑流馬　清規 54 50 104 25.2 78.8

１６位 川上　信行 52 53 105 25.2 79.8

第２２回九州かたまり会　成績表

１７位 梶原　寛明 49 48 97 16.8 80.2

１８位 星原　耕作 58 51 109 28.8 80.2

野中　博 49 59 108 25.2 82.8

川田　幸弘 52 51 103 18.0 85.0

ＢＢ賞

敢闘賞

九
州
か
た
ま
り
会

第

　
回
２２

C O N P A S(5)

【
総
評
】

　台
風
の
は
ざ
ま
の
心
地
よ
い
秋
晴

れ
の
中
、

　名
が
参
加
し
て
『
第

　回

九
州
か
た
ま
り
会

　懇
親
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
』
が
鹿
児
島
ガ
ー
デ
ン
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　錦
江
湾
を
隔
て
た
九
州
の
名
峰
・

桜
島
を
背
景
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
風
が
強
く
、
参

加
者
全
員
が
ス
コ
ア
メ
イ
ク
に
苦
心

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　そ
の
よ
う
な
中
、「
あ
わ
や
２
連

覇
！
？
」
と
い
う
ト
ッ
プ
ス
コ
ア
で

ラ
ウ
ン
ド
し
た(

株)

浜
崎
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
・
濵
﨑
社
長
を
同
ス
コ

ア
（
年
齢
順
）
で
退
け
た
の
が(

株)

馬

渡
商
会
・
馬
渡
社
長
。
馬
渡
社
長
が
ア

ウ
ト

　・
イ
ン

　の
ト
ー
タ
ル

　、
濵

﨑
社
長
が
ア
ウ
ト

　・
イ
ン

　の

ト
ー
タ
ル

　と
、
両
者
一
歩
も
譲
ら

な
い
展
開
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
両

氏
と
も
グ
ロ
ス
は
３
位
（
ト
ッ
プ
と

１
打
差
）
と
い
う
非
常
に
安
定
し
た

ス
コ
ア
で
し
た
。

　ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は
今
回
初
め
て

２
名
が
受
賞
。(

株)

ヤ
マ
ッ
ク
ス
・
茂

森
会
長
と
福
岡
金
網
工
業(

株)

蓑
下

常
務
が
ト
ー
タ
ル

　と
い
う
ス
コ
ア

で
の
ラ
ウ
ン
ド
で
し
た
が
、
前
半
爆

発
・
後
半
波
乱
の
茂
森
会
長
と
、
前
後

半
安
定
し
た
ス
コ
ア
の
蓑
下
常
務
と

い
う
対
照
的
な
ス
コ
ア
で
の
受
賞
で

し
た
。

　次
回
の
『
第

　回
九
州
か
た
ま
り

会

　懇
親
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
』
は
６
月

の
通
常
総
会
翌
日
に
福
岡
で
開
催
予

定
で
す
。
こ
れ
ま
で
同
様
、
戦
略
性
に

富
ん
だ
名
門
コ
ー
ス
を
準
備
い
た
し

ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
様
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

参　加　者　集　合　写　真

と
き

　／
平
成

　年

　月
８
日
（
水
）

と
こ
ろ
／
鹿
児
島
ガ
ー
デ
ン
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
鹿
児
島
市
）

Ｄ
Ｃ
／
鏑
流
馬
清
規
、馬
渡
洋
三

　
　
　松
本
正
信
、濵
﨑
輝
実

Ｎ
Ｐ
／
上
田
泰
博
、藤
川
正
治

　
　
　川
田
幸
弘
、茂
森

　拓

　
　
　蓑
下
弘
光
、川
上
信
行

　
　
　鏑
流
馬
清
規

Ｂ
Ｇ
／
茂
森

　潔
、蓑
下
弘
光

優勝商品授与（優勝；馬渡洋三氏）

１０

２６

２０

２２

４３

４２

８５

４２

４３

８５

８４
２３

C O N P A S (24)

　私
は
高
校
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
を
始

め
、
大
学
、
社
会
人
に
な
っ
て
も
数
年

間
続
け
て
お
り
ま
し
た
。「
倒
れ
た
ら

起
き
上
が
れ
。
起
き
上
っ
た
ら
走
れ
」

は
ラ
グ
ビ
ー
人
生
の
基
礎
と
な
っ
て

い
る
高
校
時
代
の
ラ
グ
ビ
ー
部
の
鬼

監
督
が
い
つ
も
言
っ
て
い
た
言
葉
で

す
。
ラ
グ
ビ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
と
っ

て
は
ご
く
普
通
の
動
作
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
私
に
と
っ
て
ラ
グ
ビ
ー
だ

け
で
は
な
く
、
人
生
の
基
礎
指
針
と

な
る
言
葉
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　ラ
グ
ビ
ー
で
は
攻
撃
の
一
コ
マ
を

「
フ
ェ
ー
ズ
」
と
呼
び
ま
す
。
ボ
ー
ル

を
持
っ
て
い
る
人
が
タ
ッ
ク
ル
さ
れ

て
そ
こ
で
前
進
が
止
ま
り
、
そ
こ
か

ら
ま
た
攻
撃
を
仕
切
り
直
し
ま
す
。

「
フ
ェ
ー
ズ
」
を
重
ね
る
こ
と
で
い
わ

ゆ
る
ト
ラ
イ
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す

が
、
そ
こ
に
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
倒
れ

た
ら
起
き
上
が
り
、
起
き
上
っ
た
ら

次
の
攻
撃
の
た
め
に
走
る
と
い
う
繰

返
し
の
動
作
が
あ
り
ま
す
。
守
備
で

も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
タ
ッ
ク

ル
を
し
た
ら
す
ぐ
に
立
ち
上
が
り
、

守
備
ラ
イ
ン
ま
で
戻
っ
て
次
の
タ
ッ

ク
ル
に
備
え
る
と
い
う
動
作
の
繰
り

返
し
で
す
。
こ
の
動
作
を
少
し
で
も

サ
ボ
る
と
攻
撃
が
遅
れ
、
守
備
に
隙

倒
れ
た
ら
起
き
上
が
れ

　起
き
上
っ
た
ら
走
れ

麻
生
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社

　
　
　福
岡
支
店

　
　江
頭

　徹

Attack

間
が
で
き
、
得
点
で
き
な
か
っ
た
り

失
点
し
た
り
で
敗
け
に
繋
が
る
の
で

す
。　攻

撃
に
お
い
て
倒
さ
れ
な
け
れ
ば

い
い
だ
け
の
話
で
す
が
、
そ
う
簡
単

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
ラ
グ
ビ
ー
以
外

で
も
、
い
ろ
ん
な
場
面
で
壁
に
ぶ
つ

か
り
、
前
進
が
止
ま
り
、
停
滞
し
、
後

退
し
そ
う
に
な
る
こ
と
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
で
言
え
ば
、
今

も
停
滞
し
、
後
退
し
て
い
る
こ
と
の

方
が
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
、

鬼
監
督
が
言
っ
て
い
た
「
倒
れ
た
ら

起
き
上
が
り
、
起
き
上
っ
た
ら
走
る
」

と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
這
い
つ
く

ば
っ
て
で
も
続
け
な
い
限
り
、
人
生

に
お
い
て
も
さ
ら
に
後
退
し
て
い
く

こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。　私

が
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
に
入
社

し
て

　年
経
と
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
入
社
し
て
以
来
（
入
社
前
か
ら

も
）
、
セ
メ
ン
ト
の
国
内
需
要
は
減
少

し
続
け
、
２
０
１
０
年
度
は
１
９
９

０
年
度
と
比
較
す
る
と
約
半
分
と
い

う
状
況
で
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
で
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
各
社
は
抜

本
的
な
対
策
を
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
弊
社
で
も
様
ざ
ま
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
需
要
減

を
カ
バ
ー
す
る
べ
く
動
い
て
き
ま
し

た
。
成
果
が
で
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
成

果
が
で
ず
に
ク
ロ
ー
ズ
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

ク
ロ
ー
ズ
す
れ
ば
ま
た
新
し
い
も
の

を
立
ち
上
げ
、
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
に

移
る
と
い
う
こ
と
の
繰
返
し
で
し
た

（
現
在
も
）
。
こ
こ
れ
も
ま
さ
に
「
倒
れ

た
ら
起
き
上
が
れ
、
起
き
上
っ
た
ら

走
れ
」
と
い
う
言
葉
が
当
て
は
ま
る

と
思
い
ま
す
。
企
業
活
動
と
し
て
当

た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
も
こ

の
考
え
方
は
通
ず
る
も
の
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　以
上
、
参
考
に
な
ら
な
い
私
の
独

り
言
で
し
た
。

セメント国内需要の推移（会計年度）
※セメント協会まとめ（輸入含む）
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１０

Ａ
＜Ｐ１９　ＫＣクイズの解答＞

Ａ１　プレキャストコンクリート

Ａ２　セグメント

Ａ３　端島（通称：軍艦島）。「明治日本の産業革命遺産　

九州・山口」と関連地域の一部として 2015 年の世界遺産登

録を目指し、ユネスコに推薦されました。

Ａ４　標準養生。蒸気養生の場合は、富配合で強度を確保

することが一般的

Ａ５　①と b、②と a、③と c

Ａ６　マスコンクリート。JASS5 では部材断面の最小寸法が

80cm 以上で、かつ水和熱によるコンクリートの内部最高温

度と外気温との差が 25℃以上になることが予想されるコンク

リートをいう。

Ａ７　②四角形。北海道函館市に今も現存しています。

Ａ８　イングランドの Leeds 市。1824 年 Joseph Aspdin とい

う人物がポルトランドセメントの特許を取得。

Ａ９　60%

Ａ１０水泥

Ａ１１打設前：プレテンション方式、硬化後：ポストテンショ

ン方式

Ａ１２プレコン管理士。みなさん、ぜひ挑戦して下さい。
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【講師紹介】東京大学法学部卒業後、東京銀行

（現三菱東京ＵＦＪ銀行）入行。大蔵省（現財

務省）出向を経て、コロンビア大学およびニュ

ーヨーク大学ロースクールで修士号取得。ニュ

ーヨーク州で弁護士登録した。

その後、東京三菱銀行（現三菱東京ＵＦＪ銀行）

を退職し、照国総合法律事務所入所。

２４年１月に桃木野総合法律事務所を開所した。

公職として現在、鹿児島市教育委員会教育委員、

鹿児島県精神科医療審査会委員に就いている。

■基調講演

暴力団対策の
実務 桃木野総合法律事務所

代表　　桃木野　聡氏

Ⅰ　暴力団（≒反社会的勢力）排除の流れの概要

①政府指針

　平成１９年、指針（企業が反社会的勢力による被害を防止するための指針）を策定。企業の対応方針とする。

　　★暴力団等の反社会的勢力とは通常の取引を含めた一切の関係を持たないこと

　　★反社会的勢力とは知らずに何らかの関係を有してしまった場合、相手が反社会的勢力と判明した時点や

　　　疑いが強まった時点で速やかに関係を解消すること」を明記。

②暴力団排除条例の制定・暴排条項サンプル制定等

　上記指針を受け、国、地方公共団体、各種業界団体等において、暴力団排除条例を策定したり、自主規制規

　則や取引約款に暴力団排除条項を設けたりするなど、暴力団排除のための広範な取り組みが行われている。

　　※暴力団だけでなく、次の者との関係も根絶すべきとしている。

　　　・共生者：資金獲得活動に協力し、威力を背景とした経済取引等によって利益を得て暴力団と共生する個人や団体

　　　・密接関係者：暴力団と社会的に避難されるべき関係を有する個人や団体（暴力団員主催のゴルフ参加、頻繁に飲食、

　　　　賭博などに参加すること）

③各企業における暴排条項導入および暴排条項に基づく取引解約の増加

　　（例）金融機関　→　暴力団員は金融機会との取引（口座開設や預貯金を含むすべて）ができない。

　　　　 ゴルフ場　→　暴力団員はゴルフをすると詐欺罪に問われる　　　　　　　　　　　　　　　など

Ⅱ　暴力団排除に向けた企業の取組：全銀協銀取暴排条項

「誰が反社会的勢力なのか？」　「何を暴排条項に盛り込まなければならないのか？」を明記することが重要！！

属性表明（暴力団員でないことの確約）

銀行取引を行う本人および保証人は・・・

・暴力団　　・暴力団員　　・暴力団員でなくなった時から５年を経過していない者　・暴力団準構成員

・暴力団関係企業　　・総会屋等　　・社会運動等標ぼうゴロまたは特殊知能暴力集団など　　・その他

これらの準ずる者に該当しないことを表明し、かつ将来にわたって該当しないことの確約が必要。

そのうえで・・・

１　暴力団員等が経営を支配していると認められる関係を有すること

２　暴力団員等が実質的に経営に関与していると認められる関係を有すること

３　自己、自社もしくは第三者の不正の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもって不当に

　　暴力団員等を利用していると認められる関係を有すること

４　暴力団員等に対して資金等を提供し、または便宜を供与するなどの関与をしていると認められる関係

　　を有すること

５　役員または経営に実質的に関与している者が暴力団員等と社会的に避難されるべき関係を有すること

　の各号に該当しないことを確約することが必要

行為表明（暴力行為をしないことの確約）

上記の属性表明で暴力団との関係がないことを表明したうえで、以下の行為をしないことを確約する。

１　暴力的な要求行為

２　法的な責任を超えた不当な要求行為

３　取引に関して、脅迫的な言動をし、または暴力を用いる行為

４　風説を流布し、偽計を用いまたは威力を用いて貴行（銀行）の信用を毀損し、または貴行の業務を妨害

　　する行為

５　その他前各号に準ずる行為

銀行に対するいっさいの債務の期限の利益を失い、ただちに債務弁済をしなければならない。

手形の割引を受けた場合は、全部の手形について手形面記載の金額の買戻債務を負い、ただちに弁済しなけれ

ばならない。

銀行に損害が生じたときは、本人もしくは保証人がその責任を負わなければならない。

C O N P A S(23)
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Ⅲ　暴力団に関連する裁判例：企業と反社会勢力との契約解約

事案の概要

１）Ｘらは平成２０年１１月９日ころ、平成２１年２月８日の結婚式披露宴を実施する利用契約締結をし、予約

　金を支払った。　※申込時にはＸが勤務先を○○(株 )と記載し、暴力団員であることは明らかにしていない。

２）その後、Ｘらはホテルに何度か赴き、打合せをした。

３）平成２１年１月、ホテル総支配人は警察当局からＸが暴力団員であることの情報を得たので、同年１月９日

　に解約申し入れを行うも、合意解除を拒絶される。そこで、２１年１月１５日に規約に基づいて解除通知した。

　　（規約：暴排条項）

＜属性として現役の暴力団員Ｘに対する錯誤による契約無効を認めた事例＞

指定暴力団員Ｘら Ｐホテル

利用契約解除は不法行為として賠償請求（２５０万円）

暴力団員であることを理由に規約に基づく解除などを主張

争点（解除の正当性）に関するＸとホテルの主張

【Ｘらの主張】

★挙式まで３０日をきって一方的に解除されたものであって不法行為に該当する。

★暴力団員といえども、①結婚式を挙げること自体が公序良俗に反するとか、②暴対法が禁止する「義理がけ」

　に該当するとの解釈は憲法１３条に反するものである。

★解除により、同日別会場にて結婚式披露宴を実施し、同ホテルよりも高額かつ準備もできず様々な障害が発

　生したため、原告ら１人あたり５０万円（合計１００万円）、弁護士費用２５万円をホテルが負担すべき。

裁判所の判断

１）暴力団員がホテルで結婚式を挙げること自体が、①公序良俗に反するとか、②暴対法が禁止する「義理がけ」

　にあたるとの解釈をとるには躊躇される。

２）しかし、暴力団員がホテルで挙式するとなると、通常人の挙式とは異なり暴力団員が多数参加することに

　よるトラブルも懸念される。（本件では暴力団関係者の参加予定はなかったとのことであるが、ホテル側から

　するとその真偽を容易に確認できない）

３）そこで、トラブル防止のため警備態勢をとることを検討しなければならないが、①万一の事態に備え、厳重

　な警備態勢をとるとすれば相当なコストがかかり、②他の客のキャンセルも予想され（同日の利用予定者には

　警備を要する挙式があることを告げないわけにはいかない）、③暴力団とのかかわりを避けるべきであるとい

　う最近の社会情勢からすると、当該ホテルの信用失墜にもつながるところであり、当該ホテルにとって不利

　益が大きい。

４）そうすると、当事者が暴力団員かどうかはホテル側にとって挙式の契約をするかどうかを判断するうえで

　重要な事項であり、これを知らなかったとすれば単なる動機の錯誤にとどまらず、要素の錯誤に該当すると

　解される。

【ホテルの主張】

★規約に基づく解除

　　平成２１年１月にＸが暴力団員と知ったので、以下の規約に基づき解除

　　・・・　成約後にその事実が判明した場合には、その時点で直ちにご利用をお断りいたします・・・

★錯誤

　　契約申込者が暴力団員であるか否かは重要な要素であり、仮にＸが暴力団員であると知っていたなら

　　ホテルは契約を締結しなかった。本件契約のホテル意思表示は錯誤があり無効となる。

★公序良俗違反

　　ホテルで挙式披露宴を行うことにより、暴力団関係者から「義理がけ（祝金）」名目で暴力団活動の

　　ための募金活動を行うことから公序良俗に反し無効である。

★正当防衛類似行為

　　結婚式を行うことによる暴力団員による発砲、襲撃等さまざまな事件が発生することが予見された

　　ため解除した。また、契約を解除により危険が差し迫らず正当防衛には該当しないが、契約を履行

　　すれば危険が発生することが明らかであったことから予め解除することが許される。

★情報提供義務違反の債務不履行による解除

　　Ｘは以下のことを知っているにもかかわらず、自らが暴力団員であるとの情報を提供すべき義務が

　　あったが、それを怠った。

　　　①暴対法　　②企業が反社会的勢力による被害を防止するための指針　　③当該企業の規約など

次項につづく
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災害発生

九州地方整備局 九州コンクリート製品協会

事務局

●●県　会員社

△△県　会員社
コンクリート製品等のストック調査依頼

コンクリート製品等のストック情報提供

平時より、会員社の手配可能なコンクリート
製品等のストック状況を九州地方整備局に情
報提供する

災害発生時の活動

早期納入可能な製品情報の提供のほかに、被災地近郊事業所の土地
や事務所の提供、

土嚢袋の製造、地下水や自家発電による電気の供給など多岐にわ
たる貢献が可能

　現在模索している九州地方整備

局との防災協定のイメージで、今

後実施すべき情報整理について、

災害発生に先立つ「コンクリート

製品等のストック状況」の把握が

必要となります。

　今後、この取り組みを推進し、

行政との協定締結を実現させるた

めに、事前の様ざまな情報収集・

整理を実施してまいりますので、

会員全社のご協力をお願い致しま

す。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
商
品
開
発
に
向
け
て

環
境
素
材
で
あ
る
木
材
と
セ
メ
ン
ト
の

　
「
山
の
恵
み
を
豊
か
な
海
の
再
生

へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
海
の
自

然
を
再
生
す
る
藻
場
造
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
現
状
は
主
に
、
人
吉
球
磨
の
公
共

工
事
な
ど
の
活
発
な
需
要
に
支
え
ら

れ
、
前
向
き
に
進
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
業
界

の
前
途
を
見
据
え
た
と
き
に
、
高
齢

化
の
問
題
、
公
共
事
業
の
削
減
、
技
能

労
働
者
の
大
幅
減
少
と
不
安
材
料
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社

会
状
況
の
中
で
当
社
の
進
む
べ
き
道

は
と
考
え
た
と
き
、
循
環
型
事
業
へ

の
取
組
み
の
中
で
持
続
可
能
な
発
展

を
模
索
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
思

い
に
至
り
ま
し
た
。

　
当
社
は
、
球
磨
・
人
吉
盆
地
の
中
心

に
位
置
し
、
山
ま
た
山
に
囲
ま
れ
た

山
地
に
立
地
し
て
い
ま
す
。
こ
の
山

林
を
当
社
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

は
で
き
な
い
か
と
考
え
た
と
き
に
、

熊
本
県
の
方
か
ら
話
が
上
が
っ
て
い

た
木
毛
セ
メ
ン
ト
板
と
い
う
、
木
材

と
セ
メ
ン
ト
だ
け
で
作
ら
れ
た
環
境

素
材
の
ボ
ー
ド
に
出
会
い
ま
し
た
。

こ
の
素
材
は
、
針
葉
樹
の
杉
・
檜
・
松

が
主
力
の
原
料
で
、
そ
の
木
材
を
ス

ラ
イ
ス
し
て
繊
維
化
し
、
セ
メ
ン
ト

と
ミ
ッ
ク
ス
を
さ
せ
高
圧
プ
レ
ス
で

株
式
会
社
和
商
一
　
　
企
画
開
発
課
顧
問
　
　
加
藤
　
英
之

圧
縮
し
乾
燥
し
た
も
の
が
製
品
に
な

る
の
で
す
。
皆
様
が
ご
存
知
の
通
り
、

山
床
に
行
き
ま
す
と
、
製
品
に
な
る

用
材
は
搬
送
さ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
の
後
に
は
製
品
に
な
り
に
く

い
間
伐
材
や
端
材
が
放
置
さ
れ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
よ
う
な
端

材
を
木
毛
セ
メ
ン
ト
板
で
は
材
料
と

し
て
繊
維
化
し
、
工
業
製
品
化
す
る

こ
と
が
出
来
る
、と
い
う
こ
と
で
山

林
関
係
の
方
々
に
も
注
目
さ
れ
つ
つ

あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
地
球
上
最
大
の

再
生
産
可
能
な
資
源
で
あ
る
木
材
、

こ
の
資
源
を
活
か
し
て
、
海
藻
が
繁

茂
す
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
海

の
再
生
へ
の
早
道
だ
と
思
い
ま
す
。

逆
転
の
発
想
製
品
で
大
変
面
白
く
、

世
の
中
で
喜
ば
れ
る
商
品
に
な
る
と

考
え
、
当
社
と
し
て
は
取
り
組
む
こ

と
に
し
ま
し
た
。

木
毛
セ
メ
ン
ト
板
と
い
う
商
品
は
、

大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
時
に
ド

イ
ツ
か
ら
新
建
材
と
し
て
日
本
に
輸

入
さ
れ
た
の
が
初
め
て
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
は
日
本
古
来

の
新
建
材
と
し
て
公
共
事
業
等
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
新
建
材
を

こ
こ
数
年
、
海
藻
に
つ
い
て
研
究
開

発
を
進
め
、
写
真
の
よ
う
に
海
中
林

を
つ
く
り
育
て
、
魚
が
集
ま
り
産
卵

し
稚
子
魚
の
成
育
場
と
し
て
提
供
す

る
こ
と
が
出
来
て
お
り
ま
す
。
現
在

当
社
で
は
、
東
北
か
ら
以
南
で
は
最

大
と
い
わ
れ
る
ア
カ
モ
ク
（
４
～
５

ｍ
位
）と
潮
の
干
満
で
干
上
っ
た
り
、

水
を
か
ぶ
っ
た
り
し
て
育
つ
ヒ
ジ
キ

（
　
～
１
０
０
㎝
位
）
の
２
種
を
成
育

し
て
い
ま
す
。
ご
要
望
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
等
の
養
殖

も
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
二
十
七
年
度
は
環
境
省
の
方

か
ら
有
明
海
、
不
知
火
海
の
環
境
改

善
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
で
、
初

年
度
に
約
一
億
円
前
後
の
予
算
を
設

け
て
や
っ
て
み
よ
う
と
の
話
が
県
の

方
に
も
上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
方
々
か
ら
私
共
の
木
毛
基
盤
材

は
、
今
ま
で
の
実
証
試
験
の
結
果
を

見
て
い
る
と
、
よ
く
海
藻
が
付
着
す

る
と
い
う
答
え
は
で
て
い
る
の
で
申

請
さ
れ
る
な
ら
ば
検
討
材
料
の
一
つ

と
し
て
入
れ
て
お
き
ま
す
、
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
決
ま
る
と
私

共
へ
の
割
当
て
は
ど
の
位
か
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、
楽
し
み
だ
と
は
り
き
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
木
毛
セ
メ
ン
ト
板
は
海
だ
け
で
な

く
、
土
木
関
係
の
資
材
と
し
て
も
新

建
材
と
し
て
も
非
常
に
夢
を
持
て
る

製
品
だ
と
思
わ
れ
、
ぜ
ひ
伸
ば
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

間伐したあと放置されたままの山林

木毛セメント板沈設状況

アカモクの海中林

５０
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５）このことは民法５６７条ないし５７０条（対価関係の均衡を欠く場合に解除を認める）の法意等に照らし

　ても、是認されるべきである。

６）また、このように解釈したとしても本件契約当時の社会情勢からみて、あながちおかしなことではなく、

　ホテルの内部において規約があるだけでなく、例えば社団法人日本ブライダル事業振興協会のモデル約款に

　も上記規約と同旨の規定があるなど、一般的にも予測可能といえる。

７）よって、被告の錯誤の主張には理由が有り、本件契約におけるホテル側の意思表示が無効となるから、

　　本件契約も無効となる。

前項より

Ⅳ　暴力団の主な共通項および対処方法

暴力団の主な共通項

１）定期購読などの不当要求にあたり、企業に要求の基礎となる事実及び責任がない場合であっても、何らかの

　口実をもうけて不当要求を行ってくる。また、要求の基礎となる事実があるとしても大げさに取り上げる。

２）いったん企業との話し合いのきっかけができると、当初の要求からはずれて、応対した企業の担当者の態度

　が悪いとか、１つの切り口から派生的に問題を膨らませていく。

３）過去の事実で企業側が反論しようにも、証拠がないことを持ち出す。

４）揚げ足をとったり、根拠のない言いがかり的発現を行う。

５）「トップはどこだ」とか「トップの自宅に行くぞ」などといって決裁者との直接交渉を望む。あるいは担当

　部署のみならず関連部署に要求をつきつけ、決裁者がでてこざるをえない状況を作りだす。

６）その筋の人間であることをうかがわせるような名刺を示したりして圧力をかける。

７）情報がどこに漏れると困るかを念頭に、たとえば監督官庁への通報を行うといった可能性をにおわせる。

８）早朝夜間にかかわらず電話をしたりしてきて、一旦電話で話しだすと長時間話し続け、また面談の場合には

　「すぐに〇○に来い」とか、一旦その場所に出向くと長時間にわたって軟禁状態にして責任があることを前提

　とした謝罪を含めた何らかの言質を取ったり、一筆書くまで帰れないようにする。

９）今回問題となった事実以外の過去の事実を持ちだしたりして、弱みをつくとともに論点を拡散させて、企業

　の立場が劣位になったところで、誠意を見せろという発言を行う。

１０）企業に責任がまったくない場合であっても、「人としてどうすべきなのか」などと言い放ち、道義的責任

　に基づいて何らかの金銭的解決に持ち込もうとする。

１１）一度金銭的解決がなされたとしても新たな来襲が予想される。

＜暴力団があらわれた場合の対応＞

暴力団への対処方針

１　大前提

　　ア　相手方から指摘された事実の有無、責任の所在の確認が大事。従って、相手方が通常の市民か、

　　　　社会脅威集団か、クレーマーかにかかわらず、当初の対応は同じである。

　　イ　金銭要求には屈せず、毅然とした態度をとる。　　ウ　警察と裁判所を味方につける。

２　社会脅威集団による不当要求であるかの見極め

　　ア　相手から聞き取るべき内容

　　　①要求している相手方の特定を行う、要求する権利がある人と交渉窓口の人が違う場合はその交渉窓口の

　　　人の特定も行う。　　　　　②要求の内容を正確に聞き取る。

　　　③要求の基礎となる事実について証拠があるかを確認し、証拠があるのであればその提出を求める。

　　イ　相手方から聞き取るにあたってのとるべき態度

　　　①相手方の要求を聞く場合は、相手方の言葉遣いに反応せず、感情を抑えて淡々と事実関係を聞く。

　　　②相手方の要求は、正確にメモをとるとともに、録音しておくのが望ましい。

　　　③当初からあやしいと思っていても、対応は平等にする。

　　　④すぐに確認できる事実は速やかに確認するなど迅速な対応を行う。

　　　⑤明確に企業に非がある場合には、素直に謝罪する。

３　社会脅威集団による不当要求である場合の対処（怪しい場合も含む）

　　１）　相手を確認する（本人なのか代理人なのかあるいは第三者なのか）

　　２）　用件を確認する（何が目的なのか相手から言わせる）　　３）　有利な対応場所を選定する

　　４）　湯茶の接待はしない　　５）　対応の人数は常に相手の優位に立つ

　　６）　対応内容を詳細に記録化する　　７）　対応時間を明確に区切る　　８）　言動に注意する

　　９）　相手の要求に即答や約束をしない（あいまいな対応はしない）

　１０）　書類は作成せず、署名、押印をしない

　１１）　トップには対応させない

　１２）　機を失せず警察に通報する

C O N P A S(21)

危 機 管 理 委 員 会

　災害大国である日本では、有史以来幾

多の地震・台風・火山活動等による大き

な災害により、人命及び財産に多大な被

害が生じてきました。近年、産官学によ

る「防災・減災」に向けた様ざまな研究

及び施策が功を奏して、被災のレベルは

比較的軽減されてきましたが、それでも

大規模な災害に対しては対応できていな

いことが実情であり、そのような状況で

災害発生時の迅速な復旧活動は被災者の

人命及び財産を守るために非常に重要な

課題となっています。我々、公共事業に

携わる民間企業及び業界団体が率先して

被災時の状況確認及び災害復旧に向けて

の迅速な協力体制を確立し、有事に際し

ての対応に積極的に参画することによる

社会貢献が求められているなか、当協会

では危機管理委員会を常設委員会として

設置しました。
危機管理委員会活動報告

（岸川理事）

危機管理委員会設置の目的

九州唯一の業界団体として、災害発生時に対する早急な官民連携による復旧活動を推進する
ために、直接・間接に関わらず積極的に施策を実施することにより、社会貢献を果たす。

危機管理委員会の組織体制

危機管理委員会は会長所管の特別組織として設置し、災害が発生した際には防災対策本部を設
置し、行政と連携して対応する。

鹿児島県(支部長)

尾堂理事

宮崎県(支部長)

酒井理事

大分県(支部長)

村上理事

熊本県(支部長)

岸川理事

長崎県(支部長)

茂森副会長

佐賀県(支部長)

入江理事

福岡県(支部長)

下瀬理事

上田理事

沖縄県(支部長)

津波古理事

委員長（本部長）
松﨑会長

副委員長（副本部長）
中村・茂森副会長

災害が発生した際に『協会が出来ること』を整理、行政とのこれま

での協議の中で『何が求められているのか？』を検討してきました。

具体的には①有資格者による被災状況の診断、②土地、資機材、事務

所などの提供による後方支援、③必要とされるコンクリート製品の提

供などがあげられます。基本的には後方支援としての活動を求めら

れることが想定されますが、そのためにも「協会に（最低）何が出

来るのか？」ということを確約する覚悟が必要となります。また、

この取組みがボランティアとしての取組みであることを会員全社が

認識する必要があります。

災害に先立っての活動

★会員社の事業所情報を毎年調査し、
　情報を更新する。
（所在地、製造可能分類、有資格者数など）

★協会ホームページの事業所マップに
　最新情報を掲載

★行政に対してこれらの情報を開示・ＰＲし
　災害発生に先立って協会会員社の情報の　
　周知を図る

行政との災害発生時の協力体制を

構築するために、平時の際に会員

社の事業所情報やコンクリート製

品等のストック状況など様ざまな

現状把握が必要となります。毎年

１回実施している会員社事業所情

報調査等により、連絡体制の構築

や現状の事業所情報の把握などを

実施し、今後は行政との『防災協

定の締結』を目指して活動を推進

１面でもご紹介しました通り、九州地方整備局との防災協定が

締結されました。皆様のこれまでのご協力への御礼と今後のさ

らなるご協力をお願い申し上げます。
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Ⅴ　暴力団への対応手段

公開質問状など

１　警察に相談する

　　日頃から警察（県警など）とすぐに連絡が取れる体制をつくっておく必要がある

２　弁護士に相談する

　　暴力団自身が顧問弁護士をつけて難しい用語で迫ってくる

　　　→法律家をたてて対抗すべき

　　　→顧問弁護士がいない場合は、民暴弁護士（弁護士会の民事介入暴力対策委員会の弁護士）に相談

＜暴力団があらわれた場合の法律的な対応＞

「弱者からまきあげている不当な利益を

　　　社会に還元せよ！！」　　　　などの要求がきた場合

反社会勢力からの手紙は、いかにもというような文体で
作成されているので、ピンとくるはず！！

それでも相手が折れない場合・・・
（街宣車による脅迫、会社への執拗な電話など）

毅然とした対応が重要

（はじめが肝心）

仮
処
分

仮
差
押

本
訴

間
接
強
制

法的手段の４つの流れ

①仮処分　　　行為を止めさせる！！

自分がして欲しくないことがあれば裁判所から相手に禁止命令が出せる
　★毎日会社に押し掛けてくる→会社に来ないよう命令できる　　　（面談強要禁止）
　★毎日会社に電話してくる　→会社に電話しないよう命令できる　（架電禁止）
　★街宣車が会社の前まで来る→街宣しないよう命令できる　　　　（街宣禁止）
　※録画や録音、履歴などの証拠を作ると仮処分が認められやすい！！
②仮差押　　　財産を差し押さえる！！

嫌がらせを受けることによる被害の賠償ができる　
★近隣に暴力団組事務所があることによる苦痛に対する損害賠償請求　など
③本訴　　　　訴訟を起こす！！

ここまでくれば、ほぼ相手が折れる
④間接強制　　制裁金を払わせる！！

仮処分命令に違反した場合、違反者に制裁金が課せられる
　★制裁金が膨らめば、強制執行などで相手の財産を差し押さえられる

               財産の要求に対しては、財産の没収で対抗する！！

暴力団に対抗するのに、この４つの流れだけで大丈夫なのか？？

一度暴力団につけ込まれると、なかなか手が切れない場合が多い。また、過去には暴力団による一般市民

の殺害事件などが発生したこともあったが、現在では暴力団と少しでも関係があると企業としての信用が

失墜してしまうことも事実である。まずは暴力団と縁を持たないことが重要である。

特に暴力団組事務所の撤去は暴力団対策で最も難しいことにあげられるが、この４つの流れで鹿児島県の

事件は解決され、その効果が最近では久留米や佐世保にも波及した。

日常から暴力団対策を念頭におき、暴力団と関係しないことが重要！！

C O N P A S (20)

協会型製品
開発・導入ワーキンググループ会議

　協会設立以来、たびたび議論にあがった「協会型製

品」の開発・導入について、様ざまな観点からあらた

協会型製品の開発もしくは導入を検討するための

ワーキンググループを設置することとなった

めて検討することとなりました。ここで、その経緯と

現在の状況を説明します。

　協会型製品の開発・導入については、①会員増強の

観点で、協会型製品の開発・導入による協会に参画す

るメリット創出、②行政との防災協定等の観点から九

州統一タイプの積ブロック開発、③プレコン管理士の

活用の観点から検査の実施、④ＫｙｕＰＥＣ学界正会員

からの提案と今後の連携を踏まえて、協会型製品の開

発・導入を検討するためのワーキンググループが設置

されました。

会員増強の観点から・・・

協会に参画するメリットとして以前より
「協会型製品の開発」についての要望があっ
た。

行政との防災協定の観点から・・・

「九州統一タイプの積ブロック」を開発し、
災害発生時には会員社のどこからでも供給
体制が整っていることをＰＲする。

プレコン管理士活用の観点から・・・

プレコン管理士の活用として各工場の検査員補助の
役割を模索しているが、多岐にわたる製品類を検査
することは現実的ではない。
そこで協会型製品を開発し、当面の間はプレコン
管理士がその製品を検査する「検査システム」を
構築することを検討。

ＫｙｕＰＥＣ会議より・・・

現在の協会活動は技術的視点とボランティア的な
活動に偏っている。もっと利益に直結させるため
に、これまでの各県タイプ製品を排除するなどして
「九州統一協会型製品」を開発してはどうか？
との意見あり

協会型製品開発・導入ワーキンググループ設置の経緯

協会型製品開発・導入ワーキンググループの構成と第１回会議開催

総務企画委員会 市場調査委員会 技術委員会

【役割】開発・導入についての
　　　総務的役割を担当
【担当】岸川理事、入江理事

【役割】開発・導入についての
販売方法・市況調整等の役割を担当
【担当】中村副会長、池永理事
　　　　木上委員（実務担当）

【役割】開発・導入についての
　　　技術的役割を担当
【担当】河野委員長、山本副委員長

第１回会議

開催日　：　平成２６年　９月１８日（木）　　　　開催地　：　八仙閣（福岡市博多区）
【会議での意見および今後の対応】
★開発・導入のテーマが「大型ブロック」であるが、すでに各社がオリジナル製品を開発しているため、ハー
　ドルが高い。他にも市場・規格が確立されておらず、将来性が見込まれる製品の開発・導入も検討する。
☆まずは、以下の対応を実施する。
　①大型ブロックについては、現在各社が製造している製品を調査・整理して次の検討に進む。
　②市場・規格が確立されておらず将来性が見込まれる製品として「自転車道」を対象とし、現在各社が製
　　造している製品を調査・整理して次の検討に進む。

　このワーキンググループの構成は、開発・導入につ

いての①総務的役割を担当する総務企画委員会、②販

売・市況調整などの役割を担当する市場調査委員会、

③技術的役割を担当する技術委員会から人選、担当副

会長として中村副会長を中心に選抜されたメンバーで

作業を実施しております。

　協会型製品のテーマとして現時点では”災害復旧”

があげられており、大型積ブロックを対象として検討

しておりますが、すでに各社がオリジナル製品を開発

しているためハードルが高いことが懸念されています。

そこで、会員全社が協力して導入できる”市場・規格

が確立されておらず将来性が見込まれる製品”として

自転車道の開発・導入もあわせて対象となりました。

　今後『大型積ブロック』と『自転車道』についてワー

キンググループで情報収集・整理し、協会型製品の開発・

導入に向けての検討を実施してまいります。



こ
う
い
っ
た
状
況
に
あ
り
ま
す
と
当

然
な
が
ら
、
平
成

　年
度
の
補
正
予

算
に
対
す
る
期
待
は
高
ま
り
ま
す

が
、
ニ
ュ
ー
ス
等
で
報
道
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
国
民
の
景
気
高
揚
感
を
煽

る
べ
く
個
人
消
費
を
刺
激
す
る
政
策

に
重
き
が
置
か
れ
る
だ
ろ
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　周
囲
の
現
状
の
厳
し
さ
は
充
分
理

解
す
る
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
後
、
当
業
界

が
対
処
す
べ
き
課
題
と
し
て
次
の
よ

う
な
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。

①
公
共
予
算
が
維
持
メ
ン
テ
・
管
理

　へ
と
大
き
く
舵
を
き
っ
た
こ
と
へ

　の
対
応

②
当
業
界
へ
の
要
求
水
準
ア
ッ
プ
に

　対
す
る
知
識
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
不
安

③
業
界
で
働
く
人
々
の
高
齢
化
と
若

　年
層
へ
の
ア
ピ
ー
ル
不
足
に
よ
る

　雇
用
率
低
下

④
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
日
本
の
Ｐ

　Ｃ
ａ
化
率
へ
の
業
界
と
し
て
の
ア

　ピ
ー
ル
不
足

⑤
業
界
と
し
て
変
わ
ら
な
い
公
共
予

　算
依
存
型
の
体
質

⑥
円
安
に
よ
る
原
材
料
価
格
の
高
騰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　等
々

　こ
の
よ
う
に
指
を
折
れ
ば
、
枚
挙

C O N P A S (10)

　春
陽
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
の
春
頃
ま
で
は
、
国
土
強
靭

化
に
伴
う
大
型
補
正
予
算
の
執
行

や
、
民
間
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
建
設

ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
特
需
、
平
成

　年

に
発
生
し
た
北
部
九
州
災
害
の
復
旧

事
業
等
が
あ
り
、
九
州
に
お
い
て
は

久
し
ぶ
り
に
活
況
を
呈
し
、
バ
ブ
ル

期
を
彷
彿
さ
せ
る
よ
う
な
状
況
で

あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　し
か
し
、
平
成

　年
度
に
お
き
ま

し
て
は
、
当
初
予
算
額
は
相
応
に
確

保
さ
れ
た
も
の
の
、
平
成

　年
度
の

補
正
予
算
が
前
年
度
の
補
正
予
算
と

比
べ
か
な
り
縮
小
さ
れ
た
こ
と
、
北

部
九
州
災
害
の
復
旧
も
目
処
が
つ
い

た
こ
と
、
更
に
は
ソ
ー
ラ
ー
架
台
の

製
造
お
よ
び
出
荷
も
電
力
会
社
と
の

関
係
で
工
事
着
工
と
な
る
か
予
断
を

許
さ
な
い
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
春
以

降
、
我
々
二
次
製
品
業
界
に
お
け
る

製
品
出
荷
は
急
激
に
減
少
し
て
お

り
、
対
前
年
と
は
う
っ
て
変
わ
っ
た

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

 

に
い
と
ま
が
な
い
く
ら
い
の
懸
念
材

料
を
今
、
我
々
の
業
界
は
抱
え
て
お

り
ま
す
。
た
だ
、
問
題
の
中
に
は
、
昨

年
４
月
に
国
交
省
だ
け
で
な
く
財
務

省
も
「
人
手
不
足
対
策
に
は
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
製
品
の
活
用
を
！
」
と
提

言
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
よ
う
な
あ

り
が
た
い
フ
ォ
ロ
ー
の
お
話
も
あ
り

千
載
一
遇
の
こ
の
チ
ャ
ン
ス
に
ど
の

よ
う
な
形
で
答
え
て
い
く
か
も
我
々

業
界
に
課
さ
れ
た
大
き
な
課
題
の
ひ

と
つ
で
あ
り
ま
す
。

　こ
う
い
っ
た
状
況
と
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
固
有
の
問
題
を
業
界
全
体
で

少
し
で
も
変
え
て
い
こ
う
と
い
う
こ

と
で
、
昨
年
８
月
に
は
道
路
プ
レ

キ
ャ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
技
術

協
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
参
加
企
業

　社
と
い
う
大
き
な
組
織
で
、
九
州

か
ら
も
複
数
社
参
加
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
ら
の
参
加
企
業
を
通
し
て
、

九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
の
取

組
み
に
も
良
い
影
響
が
波
及
し
、
今

ま
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
・
経
験
・
知
識
だ
け

で
は
ク
リ
ア
ー
で
き
な
い
課
題
が
解

決
さ
れ
る
方
向
に
進
む
こ
と
を
大
い

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　厳
し
い
現
実
は
あ
り
ま
す
が
、

我
々
は
今
ま
で
も
「
幾
多
の
試
練
」
を

乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の

厳
し
い
状
況
を
チ
ャ
ン
ス
と
前
向
き

に
捉
え
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に

は
、
今
ま
で
以
上
に
各
エ
リ
ア
で
の

協
会
員
各
社
の
強
固
な
協
調
・
協
力

体
制
の
構
築
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
本
協
会
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
取
り
協
会
員
各
社
の
支
援

を
行
う
こ
と
と
、
引
き
続
き
「
産
学
官

と
の
協
調
」
と
「
維
持
メ
ン
テ
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
も
つ
業
界
の
情
報
収
集
」
を

積
極
的
に
行
う
こ
と
で
、
業
界
の
抱

え
る
課
題
の
解
決
と
業
界
の
末
長
い

発
展
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　「
朝
の
来
な
い
夜
は
あ
り
ま
せ
ん
」

今
後
と
も
、
当
協
会
に
対
す
る
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　『
建
設
技
術
の
開
発
・
活
用
・
普
及

促
進
の
た
め
に
、
産
・
学
・
官
（
企
業
・

大
学
・
行
政
）
そ
れ
ぞ
れ
が
新
技
術
の

開
発
・
活
用
の
最
新
情
報
等
に
関
す

る
取
組
み
に
つ
い
て
情
報
を
発
信
・

交
換
し
、
技
術
情
報
の
展
示
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
形
を
と
り
な

が
ら
連
携
を
深
め
、
九
州
に
お
け
る

更
な
る
建
設
技
術
の
発
展
を
目
指

委
員
長

　日
野

　伸
一
（
九
州
大
学
副
学
長
）

副
委
員
長

　国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

　企
画
部
長

　福
岡
県
県
土
整
備
部
長

　（
一
社
）
日
本
建
設
業
連
合
会
九
州

　支
部
長

　（
社
）
福
岡
県
建
設
業
協
会
会
長

　（
一
社
）
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

　協
会
九
州
支
部
長

委
員

【
学
】（
公
社
）
土
木
学
会
西
部
支
部
、

（
公
社
）
地
盤
工
学
会
九
州
支
部
、（
一

社
）
九
州
橋
梁
・
構
造
工
学
研
究
会

【
産
】（
一
社
）
日
本
道
路
建
設
業
協
会

九
州
支
部
、（
一
社
）
日
本
橋
梁
建
設

協
会
九
州
事
務
所
、（
一
社
）
日
本
建

す
』
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
に
引

き
続
き
、
平
成

　年

　月

　・

　日
の

２
日
間
に
わ
た
っ
て
福
岡
市
・
福
岡

国
際
会
議
場
で
九
州
建
設
技
術

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
が
開
催
さ

れ
、
当
協
会
の
会
員
社
か
ら
も
技
術

情
報
の
出
展
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　今
年
度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
概
要

は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

設
機
械
施
工
協
会
九
州
支
部
、（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
、

（
社
）
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク

リ
ー
ト
建
設
業
協
会
九
州
支
部
、

（
社
）
日
本
埋
立
浚
渫
協
会
九
州
支

部
、（
一
社
）
全
国
測
量
設
計
業
協
会

連
合
会
九
州
地
区
協
議
会
、（
一
社
）

全
国
特
定
法
面
保
護
協
会
九
州
支

部
、（
社
）
九
州
建
設
弘
済
会
、（
社
）
九

州
地
方
計
画
協
会
、（
社
）
北
部
九
州

河
川
利
用
協
会
、（
一
社
）
九
州
建
設

技
術
管
理
協
会

【
発
注
機
関
】
九
州
地
方
整
備
局

　企

画
部
・
港
湾
空
港
部
・
九
州
技
術
事
務

所
・
下
関
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務

所
、
福
岡
県
、
福
岡
市
、
北
九
州
市
、

（
独
）
水
資
源
機
構
筑
後
川
局
、
福
岡

北
九
州
高
速
道
路
公
社
、
西
日
本
高

速
道
路(

株)

九
州
支
社

次

頁

に

つ

づ

く

➪

厳
し
い
現
実
へ
の
対
応
は
、
協
調
・
協
力
で
！

特
定
非
営
利
活
動
法
人
九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会

会

　長

　
　松
﨑

　秀
雄

展望

会長　　松﨑　秀雄

■
九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　実
行
委
員
会
参
画
報
告

九
州
建
設
技
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委
員
会

　名
簿

２４

２６

２５

２６

８８

２６

１０

２２

２３

C O N P A S(19)

？
＜問題＞

Ｑ１　コンクリート製品を指すとき「プレコン」と略称が使わ

れることがあるが、その正式名称は？

Ｑ２　大型のコンクリート製品の場合、運搬可能な大きさに分

割して製作されることがある。このように分割された製品のこ

とを一般的に何と呼ぶか？

Ｑ３　日本最古の鉄筋コンクリート造集合住宅が建てられたと

言われる長崎県にある島の名前は？

Ｑ４　同配合のフレッシュコンクリートを養生するとき、標準

養生と蒸気養生ではどちらが強度が大きくなるか？

Ｑ５　次の語句を正しく組み合わせよ。

　①モルタル　　　　　a　セメントと水を練り混ぜたもの

　②セメントペースト　b　セメントと細骨材（砂）と水を練

　　　　　　　　　　　　 り混ぜたもの

　③コンクリート　　　c　セメント、細骨材、粗骨材、水を

　　　　　　　　　　　　 練り混ぜたもの

？

　テキストについてのご質問・ご用命については、事

務局までお知らせください。あわせて、今年度のプレ

会員社の技術力向上のために、多数の皆様の受講・受験をお待ちしております！！

今後の技術に関する各種スケジュール

2014/3

2014/6～7

2014/8～9

2015/3

プレコン管理士制度 コンクリート診断士

2014/3/28
第１回プレコン管理士試験
グランメッセ熊本（熊本県）

2014/6/24
コンクリート診断士講習会
鹿児島大学（鹿児島市）

2014/9/2
平成２６年度プレコン管理士講習会
グランメッセ熊本

2015/3/20
第２回プレコン管理士試験
グランメッセ熊本

2014/7/27
コンクリート診断士試験
※日本コンクリート工学会主催

　技術委員会としては、今年度から「コンクリート診

断士　試験直前講習会」と「プレコン管理士講習会」

の２本立てで講習会を実施します。会員各社の技術力

向上のために、多数の皆様の受験・受講をお待ちして

おります！！

第２回プレコン管理試験実施のご案内

　　日時：　平成２７年３月２０日（金）　　９：５０～１２：３０

　　場所：　グランメッセ熊本（熊本県益城町）

　　資格要件　　平成２５・２６年度のいずれかの講習会受講者（要　受講修了番号）

　　申込期間　　平成２６年１月１６日～２月２０日（申込書事務局必着）

ハテナ・・？　　ＫＣクイズ

Ｑ６　ダムや橋梁など大塊状に施工されるコンクリートのこと

を何というか？

Ｑ７　日本最古のコンクリート電柱の断面は？

　①円形　　②四角形　　③五角形　　④六角形

Ｑ８　ポルトランドセメント発祥の地は？

Ｑ９　高炉セメントＢ種と分類されるものは高炉スラグの分量

が全体の３０％から何％までのものか？

Ｑ１０　セメントは中国語でどう書くか？

Ｑ１１　コンクリートにプレストレスを与える方式として、あ

らかじめＰＣ鋼材に緊張を与えた状態でコンクリートを打ち込

む方式とコンクリート硬化後にＰＣ鋼材を緊張する方式があ

る。それぞれ何方式というか？

Ｑ１２　コンクリート製品業界で最も権威のある資格制度（？）

が平成２５年度本協会より発足しました。その資格とは？

コン管理士制度スケジュール及び技術講習会スケジュー

ルは以下の通りです。

※各種講習会や試験についてご不明な点などあれば、

遠慮なくお知らせ下さい。

※試験や講習会等の案内は協会ホームページ

（http://www.k-conpas.jp）でも随時お知らせしてお

ります。

➪

解 答 は 24 ペ ー ジ



(11) C O N P A S

　九
州
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
の

皆
様
方
に
は
、
平
素
よ
り
九
州
地
方

整
備
局
の
社
会
資
本
整
備
・
管
理
に

多
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
に
つ
い

て
は
、
そ
の
活
用
に
つ
い
て
国
土
交

通
省
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
良
好
な
品
質
の
確
保
、
環
境

面
へ
の
負
荷
の
低
減
、
安
全
性
、
施
工

性
、
経
済
性
、
工
期
短
縮
と
い
っ
た
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
の
特
徴
を
活

か
し
て
、
防
災
対
策
や
災
害
復
旧
に

活
用
す
る
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら

大
き
な
成
果
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
と
り
わ
け
、
建

設
技
術
者
や
技
能
労
働
者
の
人
材
逼

迫
な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
建
設

生
産
シ
ス
テ
ム
の
省
力
化
・
効
率
化

や
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
対
策
に
も
な

く
て
は
な
ら
な
い
技
術
と
認
識
し
て

い
ま
す
。

　そ
の
よ
う
な
な
か
、
昨
年
、
品
確
法

（
公
共
工
事
の
品
質
確
保
の
促
進
に

関
す
る
法
律
）
の
一
部
が
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
目
的
で
あ
る
現
在
及

び
将
来
の
公
共
工
事
の
品
質
確
保
と

そ
の
担
い
手
の
中
長
期
的
な
育
成
・

確
保
と
い
っ
た
、
法
改
正
の
理
念
を

現
場
で
実
現
す
る
た
め
に
は
、
今
後

ま
す
ま
す
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品

が
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　九
州
地
方
整
備
局
で
は
、
改
正
品

確
法
の
理
念
を
踏
ま
え
、
現
場
作
業

（
施
工
）
の
省
力
化
・
円
滑
化
を
目
指

し
た
技
術
ニ
ー
ズ
等
を
関
係
業
界
団

体
及
び
現
場
事
務
所
に
求
め
て
い
ま

す
。
今
後
、
解
決
す
べ
き
作
業
（
施
工
）

の
特
定
及
び
そ
の
解
決
方
法
を
決
定

し
、
次
年
度
に
お
い
て
試
行
工
事
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
大
型

化
・
機
械
化
・
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
を
望

む
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
る
も
の
と
想

定
し
て
お
り
、
高
い
専
門
的
知
識
と

技
術
、
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
持
つ
九
州
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
会
員
の
皆
様

の
ご
協
力
が
不
可
欠
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　さ
ら
に
、
現
在
、
九
州
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
協
会
と
九
州
地
方
整
備
局
に

お
い
て
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策

に
関
す
る
情
報
提
供
等
の
支
援
協
定

の
締
結
に
向
け
事
務
手
続
き
を
進
め

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
災
害
発
生
時
に

応
急
対
策
用
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次

製
品
等
が
不
足
し
た
場
合
に
九
州
地

方
整
備
局
の
要
請
に
基
づ
き
、
九
州

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
協
会
よ
り
対
応

可
能
な
二
次
製
品
等
の
情
報
を
提
供

い
た
だ
く
こ
と
で
、
被
害
の
拡
大
防

止
と
被
災
施
設
等
の
早
期
復
旧
を
可

能
と
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
協
定
に

よ
り
、
災
害
後
の
迅
速
か
つ
円
滑
な

復
旧
・
復
興
が
図
れ
る
も
の
と
大
い

に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　今
後
と
も
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ

る
皆
様
と
一
緒
に
、
安
全
・
安
心
で
活

力
に
あ
ふ
れ
た
魅
力
的
な
九
州
の
社

会
資
本
整
備
・
管
理
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
、
引
き
続
き
、
高
性
能
・
高
品
質
な

製
品
の
開
発
な
ど
高
い
技
術
力
の
維

持
、
研
鑽
に
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

前

頁

よ

り

➪

「
品
確
法
の
改
正
」
及
び
「
災
害
時
の
対
応
」
に
つ
い
て

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
長

　金
尾

　健
司

国土交通省
九州地方整備局長

金尾　健司

　こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
以
下
の
４

部
署
に
よ
る
「
技
術
開
発
相
談
窓
口
」

が
開
設
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
の
技
術

に
関
す
る
様
ざ
ま
な
質
問
に
対
応
し

ま
し
た
。

◇
国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局

　企
画
部
施
工
企
画
課

　港
湾
空
港
部
海
洋
環
境
・
技
術
課

　下
関
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所

　九
州
技
術
事
務
所

　ま
た
、
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
「
土
木

学
会
認
定
継
続
教
育
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ)

プ
ロ

グ
ラ
ム
」「
全
国
土
木
施
工
管
理
技
士

会
連
合
会
継
続
教
育
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
Ｓ
）
プ

Program
10/23[木 ]

 9:30 ～【受付開始】2F ロビー

10:00 ～【技術情報の提供】
　16:30　1F ロビー／ 2F 多目的ホール
　　　　◎ブース展示
　　　　◎プレゼンテーション
　　　　◎新技術相談ほか

11:00 ～【基調講演】3F メインホール
  11:50

　「高まる建設ロボットへの期待」
　　～建設ロボットの現状と今後の展望～

講師　立命館大学理工学部
　　　　環境システム工学科　教授
　　　　　　　　　　建山　和由氏

九州建設技術フォーラム２０１４

10/22[水 ]

12:30 ～【受付開始】2F ロビー

13:00 ～【開会式】3F メインホール
　13:15　実行委員長挨拶

13:15 ～【基調講演】3F メインホール
  14:05

　「建設技術開発への新たな視点」

講師　京都大学名誉教授　嘉門雅史氏

14:05 ～【技術情報の提供】
17:10　1F ロビー／ 2F 多目的ホール

　　　　◎ブース展示
　　　　◎プレゼンテーション
　　　　◎新技術相談ほか

ロ
グ
ラ
ム
」
の
登
録
対
象
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　な
お
、
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
出

展
し
た
会
員
社
に
対
し
て
事
務
局
が

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
結
果
は
以

下
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
１

　開
催
日
数
は
妥
当
か
？

　→
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

Ｑ
２

　展
示
ブ
ー
ス
の
広
さ
等
は
問

題
な
か
っ
た
か
？

　→
や
や
狭
い
（
展
示
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
は
良
い
が
説
明
人
員
が
立
て
な

い
）　→

ブ
ー
ス
正
面
に
対
し
て
縦
方
向

に
机
を
置
い
た
際
ブ
ー
ス
壁
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　み
出
し
て
し
ま
う

　
　
　
　
　
　
　の
で
、
机
の
サ
イ

　
　
　
　
　
　
　ズ
を
一
回
り
小
さ

　
　
　
　
　
　
　い
も
の
に
選
択
で

　
　
　
　
　
　
　き
る
か
縦
置
き
で

　
　
　
　
　
　
　も
収
ま
る
寸
法
で

　
　
　
　
　
　
　あ
れ
ば
有
難
い
。

　
　
　
　
　
　
　Ｑ
３

　出
展
費
用

　
　
　
　
　
　
　は
妥
当
か
？

　
　
　
　
　
　
　→
開
催
規
模
か
ら

　
　
　
　
　
　
　す
れ
ば
妥
当
と
思

　
　
　
　
　
　
　わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　Ｑ
４

　ブ
ー
ス
設

　
　
　
　
　
　
　置
で
留
意
し
た
点

　
　
　
　
　
　
　は
何
か
？

　
　
　
　
　
　
　→
来
客
者
の
目
線

　
　
　
　
　
　
　に
展
示
す
る
（
目

　
　
　
　
　
　
　を
引
く
模
型
・
パ

　
　
　
　
　
　
　ネ
ル
の
配
置
、
中

　
　
　
　
　
　
　に
入
れ
る
ス
ペ
ー

ス
作
り
）

Ｑ
５

　ブ
ー
ス
来
場
者
の
割
合
は
？

　→
官
の
福
岡
関
係
は
多
い
が
、
他

県
を
も
っ
と
誘
致
し
て
欲
し
い
。

（
官
：
学
：
民
間
＝
１
：
２
：
７
）

Ｑ
６

　ブ
ー
ス
来
場
者
に
対
す
る
出

展
社
と
し
て
の
感
想
は
？

　→
Ｐ
Ｒ
や
誘
致
が
活
発
に
さ
れ
て

お
り
、
時
間
帯
に
万
遍
な
く
来
場
が

あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
お
客
様
や
昨
年

以
上
に
弊
社
を
知
ら
な
い
企
業
の
方

に
も
多
く
来
て
頂
き
、
会
社
を
紹
介

す
る
場
と
な
っ
て
よ
か
っ
た
。
学
生

へ
の
リ
ク
ル
ー
ト
活
動
に
も
な
っ

た
。

Ｑ
７

　出
展
に
満
足
で
き
た
か
？

　→
ほ
ぼ
満
足
で
あ
る
。
事
前
準
備

や
ブ
ー
ス
作
り
に
つ
い
て
は
改
善
点

も
あ
る
の
で
、
今
後
に
い
か
し
て
い

き
た
い
。

Ｑ
８

　そ
の
他
感
想

　→
開
催
時
期
を
変
え
て
集
客
状
況

を
比
較
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
思

う
。
今
年
は
昨
年
に
比
べ
て
募
集
期

間
が
１
カ
月
程
遅
か
っ
た
の
で
、
早

め
に
い
た
だ
け
る
と
有
難
い
。
備
品

類
は
当
日
で
も
調
整
可
能
で
設
営
の

ス
タ
ッ
フ
の
方
も
い
た
の
で
助
か
っ

た
。　今

後
も
、
当
協
会
は
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
実
行
委
員
と
し
て
会
員
社
の
技

術
情
報
の
普
及
啓
発
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
皆
様
の
ご

出
展
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

C O N P A S (18)

　あわせて、現在第２版が発行されている「プレコン

管理技術者用テキスト」については、これまでもご案

改訂版テキストの説明

第 1章　用語集
第 2章　コンクリート製品の概要
第 3章　製造
第 4章　検査
第 5章　耐久性
第 6章　苦情処理
第 7章　安全衛生および公害防止
第 8章　設備管理
第 9章　マネジメント

第 1章　用語集
　１．１　コンクリート用語
　（１）コンクリート
　（２）セメント
　（３）混和材料
　（４）骨材
　（５）鉄筋
　（６）材料の性質
　（７）配合
　（８）設備・施工
　１．２　設計用語
　　・・・
　１．３　製造および施工用語
　　・・・
　１．４　営業および管理用語
　　・・・

第３章　製造
　３．１　使用材料
　　・・・
　３．２　配合
　　・・・
　３．３　型枠
　　・・・
　３．４　成形・締固め方法
　　・・・
　３．５　養生
　（１）蒸気養生
　（２）オートクレープ養生
　３．６　鉄筋加工・組立
　　・・・

第１章　用語集
　１．１　コンクリート用語
　１．２　設計用語
　１．３　製造および施工用語
　１．４　営業および管理用語
第２章　コンクリート製品の概要
　２．１　特徴
　２．２　種類
第３章　製造
　３．１　使用材料
　３．２　配合
　３．３　型枠
　３．４　成形・締固め方法
　３．６　鉄筋加工・組立
第４章　検査
　４．１　品質管理業務
　４．２　受入検査
　４．３　中間検査
　４．４　最終検査
　４．５　出荷検査

第７章　安全衛生および公害防止
　７．１　安全衛生管理
　７．２　公害防止管理
第８章　設備管理
　８．１　製造フロー
　８．２　製造設備
　８．３　試験・検査設備
　８．４　特殊設備
　８．５　製造設備及び試験・検
　　　　　査設備の管理
第９章　マネジメント
　９．１　はじめに
　９．２　マネジメント計算　　
　　　　　（原価）
　９．３　原価計算の活用
　９．４　損益分岐点
　９．５　製造原価低減
　９．６　さいごに

改訂版テキストの目次

テキストの改訂（第 2版）

ＫｙｕＰＥＣ

学界正会員の監修

（一社）九州建設技術

管理協会の指導

プレコン管理技術者用テキスト
（第 2版）改訂

テキスト改訂の目的

製品の品質安定・向上のために

管理者の資質、技術の向上を目指すものであり、

製品業界の位置づけ、社会的認知を向上させ、

製品化の拡大を図ることが目的。

第５章　耐久性
　５．１　はじめに
　５．２　初期ひび割れ
　５．３　環境作用による劣化要
　　　　　因
　５． ４　環境作用（塩害と中性
　　　　　化）による耐久性に関
　　　　　する照査
　５．５　ひび割れの評価
　５．６　プレキャストコンクリー
　　　　　トの蒸気養生
第６章　苦情処理
　６．１　基本方針
　６．２　クレームの主な発生原
　　　　　因
　６．３　クレーム処理の体系
　６．４　製品に起因するクレー
　　　　　ム要因の事例
　６．５　補修方法
　６．６　施工手順

内してきましたが、あらためて内容について以下の通

り説明します。



C O N P A S (12)

転 換 点
佐賀大学大学院工学系研究科
教　授　　伊藤　幸広　（ＫｙｕＰＥＣ学界正会員）

　昨年も豪雨災害の多い年となった。特に台風１１号、

１２号および停滞した前線による豪雨は、各地に甚大な

被害をもたらした。８月１６日から１７日未明にかけて、

福知山市の弘法川と法川が相次いで氾濫し、２５００棟

以上の家屋が浸水した。８月２０日、広島市では集中豪

雨により大規模な土砂災害が発生し、１３３棟の家屋が

全壊し７４名の方が亡くなられた。いずれの地域もこれ

までに経験したことがない雨が降り、３時間降水量は福

知山市で１１６ｍｍ、広島市で２１８ｍｍを記録してい

る。また同時期に高知県香美市では、４８時間で１０２

８ｍｍの大雨が降っている。これらは、各地域の観測史

上初の記録である。

　ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）は、７年ぶ

りとなる第５次評価報告書を昨年公表した。それによる

と、地球温暖化は疑う余地のない事実であり、その原因

は人間活動による可能性が極めて高い（９５％以上の可

能性）としている。また、気候変動の緩和策を実施しな

い場合、今世紀末までに世界の平均気温は２．６～４．８℃

の範囲内で上昇すると予測している。緩和策とは、バイ

オエネルギーと炭素の回収・貯留を併用した新しい技術

開発を行い、年間ＣＯ２排出量ゼロかマイナスまで下げ

ることを指し、現状では実現不可能とする向きも多い。

気温の上昇が起これば、豪雨災害の発生回数が増加する

ことは不可避で、西日本では現在の２倍以上の発生回数

になるという見方もある。

　一科学者としてＩＰＣＣの報告には懐疑的であったが、

昨今の極端気候を見るにつれ肯定派になりつつある。そ

んな折、２５年前に行っていたある研究のことを思い出

した。当時は、都市のヒートアイランド現象が話題にな

りかけていた頃であった。ヒートアイランド現象の緩和

にと、透水性インターロッキングブロックを改良し、毛

細管現象で揚水するポーラスモルタルを埋め込み、ブロッ

クと敷砂に保水層を設けた地表面温度低減舗装を開発し

た。１９９１年に学会でその成果を始めて発表したが、

舗装会社および大学の研究者から嘲笑を受けた。その頃

は同種の概念の舗装が無いばかりか、舗装が都市の熱環

境に悪影響を及ぼすという知見も少なく、さらに、たか

が舗装の表面温度を十数度下げただけで何の効果がある

のか、という理由からである。しかし、その十年後には

舗装会社各社が同様の原理を用いた舗装を提案し、保水

性舗装という新たなカテゴリーができた。現在までにコ

ンクリート系、アスファルト系合わせて全国で８０万㎡

以上の施工実績があるという。

　温暖化による気候変動は、全ての産業において大きな

転換点となるかもしれない。特に治水に係るものは直接

的にその影響を受ける。この先、豪雨災害が頻発すれば、

国はこれまでの治水のやり方を見直し、大きく舵を切る

可能性が高い。国土強靭化基本法を持ち出すまでもなく、

有史より時の為政者にとって治水は重大な責務の一つで

あるため、今後長期に渡る大規模な建設投資が発生する

事も考えられる。

　コンクリート二次製品は治水の分野においても大きな

貢献を果たしてきた。しかし、豪雨災害対策としての製

品を考えた場合、従来品では何が該当するであろうか。

時代の転換点には、新たな発想により大きなビジネス

チャンスが生まれるものである。専門家の諸兄から、ま

た嘲笑を受けることを覚悟に豪雨災害用の製品を考えて

みた。

　一つ目は、被災した護岸は早急に復旧させなければな

らないことから、国および九州全県統一の復旧ブロック

を開発してはどうか？　製造や施工が早いと云う工夫が

あることは勿論、天災はいつどこで起こるか予測不能の

ため、型枠は本協会で保有し被災地周辺の工場にレンタ

ルするシステムをとる。国、各県の調整のハードルは高

そうだが、発・受注者双方にとってメリットはある。

　二つ目は、豪雨時には土嚢が必需品だが、土嚢のよう

な機能を持つブロックを考案してはどうか？　人力で運

搬でき、連結することにより一体化させることができる

ブロック。連結の自由度があり任意の形状を構築できる

もの、丁度、子供のおもちゃのレゴブロックがイメージ

に近い。平常時には、自治体の駐車場の表層材などとし

て活用かつ保管できれば合理的である。

　三つ目は、激流により水利施設、橋脚や橋台などが部

分的に欠損した場合、これまでは左官や場所打ちの出番

であったが、欠損した部分を二次製品として製造し現場

で接着・結合するというアイデアはどうか？具体的には、

デジタルカメラで撮影した多視点画像から欠損部の３次

元データを起こし、それに基づき３Ｄプリンターで樹脂

製の型枠を作製し、欠損部の製品を製造しようとするも

のである。最近の３Ｄプリンターの技術革新は目覚まし

く、３Ｄプリンターのみで建物を製造する試みもなされ

ている。一方で低廉化も進み、１台数万円程度の商品も

出ている。本文の主旨からは外れるが、３Ｄプリンター

により作成した樹脂を型枠に張り付ければ、製品表面に

文字や模様、レリーフ画などが低コストで容易に形成で

きる。また、立体形も得意であるため、ガーデニング用

の置物などオーダーメイドの単品生産も可能となる。

　維持管理の時代に向かい新設の発注が減る傾向にあ

る。国土交通白書には、維持・更新費に圧迫され、２０

３７年には新設費がゼロになるとの試算もある。羅針盤

が指し示す道の先には、近い将来、様々なターニングポ

イントが待ち受けているが、これらを進化のためのチャ

ンスと捉えたい。柔軟な思考と新しい発想で挑戦しつづ

けられることを切に望む。

C O N P A S(17)

技 術 委 員 会
　技術委員会では、コンクリート製品業界に存在する

様々な技術的諸課題を解決するために、ＫｙｕＰＥＣ

学界正会員の協力をいただきながら活動しておりま

す。現在取組んでいる「プレコン管理士制度運営」に

ついて、Ｈ２４年度から毎年 1回の講習会を開催し、

１　会員各社が有する技術的諸課題の抽出
２　技術的資質向上
３　資格取得
４　リサイクル建設資材の有効活用
５　蒸気養生がコンクリートに及ぼす影響の研究

技術委員会が取組んできた課題

ＫｙｕＰＥＣの学界正会員の協力を
得ながら対応してきた

会員各社の共通認識

　　★製品の品質向上・維持安定　　★コスト縮減　　★新技術・新工法に対する見識向上
　　　★マネジメントに対する意識向上　　★クレームの適確かつ迅速な対応

これまでのコンクリート製品業界の取組みと課題

様々な技術的諸課題を解決し社会に貢献しているが、
業界自体の認知度が低いため適正な評価がされていない

プレコン管理士制度の創設と運用により技術的認知度を得ることが必要

業界の認知度を高めるためには・・・

　この取り組みでは、コンクリート製品業界を取り巻

く技術的諸課題の抽出とこれまでの取組み、あわせて

現在の大きな課題（とりわけ認知度が低いこと）を複

合的に勘案し、「技術的認知度の向上」を図ることと

しました。Ｈ２４年度に、コンクリート製品の製造か

ら施工に至るまでのレベル向上のためのテキスト（プ

レキャストコンクリート製品の管理技術者用テキス

ト）を発行し講習会を開催。平成２５年度はテキスト

の改訂（プレコン管理技術者用テキスト：第２版）を

名称

活動内容

運営の主体と

役割

プレコン管理技術者
育成研究会

講習会開催

プレコン管理技術者育成研究会
（九州コンクリート製品協会　技術委員会）

※ＫｙｕＰＥＣ学界正会員の協力

　★講習会企画、立案、運営
　★テキストの作成・編集
　★受講終了証の発行

受講終了証発行

プレコン管理士制度

講習会開催
認定試験実施

プレコン管理士認定委員会
※産学官連携による第三者委員会

（　産　・　学　・　官　）

ＫｙｕＰＥＣの先生方に
就任依頼

受講終了証・合格証発行

【一昨年度】 【昨年度から・・・】

【更に将来的に・・・】 認定証発行

工場認定制度の確立
（工場立入検査）

プレコン管理士制度創設に向けたロードマップ

現
在
、整
備
中

H24・25 に講習会開催
3/28 に初めての試験実施

平成２６年３月２８日に初めての資格認定試験を実施。

今年度も平成２７年３月に第 2回目の試験を実施する

ことになりましたので、制度及び今後のスケジュール

についてあらためて内容を説明します。

実施したうえで講習会を開催し、３月には初めての資

格認定試験を実施しました。この制度運営の地道な取

組みを経て、将来的には「プレコン管理士が常駐して

おり、かつ検査制度に合格したコンクリート製品工場

は検査不要！」というお墨付きを行政諸官庁からいた

だけるようアピールするために、まずは産学連携での

取組みを推進することとなりました。なお、プレコン

管理士制度の今後のロードマップは以下の通りです。
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組 織 図
平成27年 3月 1 日　現在

* は協会理事・監事

総 務 企 画 委 員 会 広 報 委 員 会 市 場 調 査 委 員 会 技 術 委 員 会

Ｋ ｙ ｕ Ｐ Ｅ Ｃ

(株)技建
津波古　義秀
（沖縄県）

沖縄県
担当理事

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

副会長
(株)ヤマックス
茂森　拓
（熊本県）

インフラテック(株)
松﨑　秀雄
（鹿児島県）

会　長

**

*

*

(株)柏木興産
柏木　武春
（福岡県）

監　事
三和コンクリート工業(株)

錦戸　保介
（熊本県）

**

(株)ヤマックス
茂森　潔
前　会長

顧　問
(株)ヤマウ
権藤　勇夫
前　副会長

危 機 管 理 委 員 会

不二高圧コンクリート(株)
岸川　健太郎
（熊本県）

総 務 企 画 委 員 会

不二コンクリート工業(株)
入江　俊介
（佐賀県）

中里産業(株)
中里　大作
（福岡県）

大野コンクリート(株)
大野　雅由
（福岡県）

共和コンクリート工業(株)
森　英樹
（福岡県）

大協コンクリート(株)
藤川　正治
（佐賀県）

副委員長

委員長

委　員

〃

〃

〃

*

*

インフラテック(株)
松山　隆文
（鹿児島県）

〃

市 場 調 査 委 員 会

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

(株)池永セメント工業所
池永　征司
（大分県）

本田工業(株)
本田　智
（福岡県）

(株)馬渡商会
平川　康司
（佐賀県）

三和コンクリート工業(株)
田島　陽一
（熊本県）

(株)ヤマウ
宮本　勉
（大分県）

(株)ヤマウ
木上　八市郎
（宮崎県）

鹿児島共和コンクリート工業(株)
成尾　芳浩
（鹿児島県）

担当理事

担当理事

委員長

委　員

〃

〃

〃

〃

*

*

(株)ヤマックス
木田　稔乙
（長崎県）

〃

広 報 委 員 会

(株)馬渡商会
馬渡　洋三
（佐賀県）

小倉セメント製品工業(株)
上田　泰博
（福岡県）

Ｈ．Ｏ．Ｃ(株)
鏑流馬　清規
（長崎県）

安永セメント工業(有)
安永　大志
（福岡県）

南九州コンクリート(株)
田畑　和章
（熊本県）

大建コンクリート(株)
村上　博信
（大分県）

委員長

担当理事

副委員長

委　員

〃

〃

担当理事 *

*

*

*

技 術 委 員 会

(株)ヤマックス
茂森　拓
（熊本県）

(株)九コン
下瀬　博貴
（福岡県）

九州中川ヒューム管工業(株)
酒井　久典
（宮崎県）

(株)柏木興産
柏木　武春
（福岡県）

インフラテック(株)
河野　道文
（鹿児島県）

(株)ヤマウ
山本　康雄
（福岡県）

麻生商事(株)
隈田　弘幸
（福岡県）

(株)ヤマウ
田中　圭司
（福岡県）

不二コンクリート工業(株)
山口　泰範
（佐賀県）

Ｈ．Ｏ．Ｃ(株)
内田　辰郎
（長崎県）

(株)ヤマックス
久野　俊文
（熊本県）

担当理事

担当理事

担当理事

担当理事

委員長

副委員長

委　員

〃

〃

〃

〃

*

*

*

*

(株)池永セメント工業所
高橋　数史
（大分県）

九州中川ヒューム管工業(株)
日高　聖治
（宮崎県）

〃

〃

(株)ヤマックス
松田　学
（熊本県）

〃

理 事 会

インフラテック（株）
松﨑　秀雄
（鹿児島県）

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

(株)ヤマックス
茂森　拓
（熊本県）

(株)九コン
下瀬　博貴
（福岡県）

小倉セメント製品工業(株)
上田　泰博
（福岡県）

不二コンクリート工業(株)
入江　俊介
（佐賀県）

(株)馬渡商会
馬渡　洋三
（佐賀県）

不二高圧コンクリート(株)
岸川　健太郎
（熊本県）

(株)池永セメント工業所
池永　征司
（大分県）

大建コンクリート(株)
村上　博信
（大分県）

九州中川ヒューム管工業(株)
酒井　久典
（宮崎県）

副会長

会長

副会長

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

*

*

*

*

(株)技建
津波古　義秀
（沖縄県）

〃

鹿児島共和コンクリート工業(株)
尾堂　友紀
（鹿児島県）

〃

*

*

*

*

*

*

*

*

*

Ｋ ｙ ｕ Ｐ Ｅ Ｃ

九州共立大学　教授
牧角　龍憲
（福岡県）

委　員

福岡大学　教授
添田　政司
（福岡県）

九州大学　教授
濵田　秀則
（福岡県）

佐賀大学　教授
伊藤　幸広
（佐賀県）

長崎大学　教授
原田　哲夫
（長崎県）

熊本大学　教授
村上　聖
（熊本県）

大分大学　教授
佐藤　嘉昭
（大分県）

宮崎大学　名誉教授
中澤　隆雄
（宮崎県）

鹿児島大学　教授
武若　耕司
（鹿児島県）

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

危 機 管 理 委 員 会

インフラテック（株）
松﨑　秀雄
（鹿児島県）

(株)ヤマウ
中村　健一郎
（福岡県）

(株)ヤマックス
茂森　拓
（長崎県）

(株)九コン
下瀬　博貴
（福岡県）

小倉セメント製品工業(株)
上田　泰博
（福岡県）

不二コンクリート工業(株)
入江　俊介
（佐賀県）

不二高圧コンクリート(株)
岸川　健太郎
（熊本県）

大建コンクリート(株)
村上　博信
（大分県）

九州中川ヒューム管工業(株)
酒井　久典
（宮崎県）

鹿児島共和コンクリート工業(株)
尾堂　友紀
（鹿児島県）

副委員長

委員長

副委員長

委員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

*

*

*

*

*

*

*

*

*

*

【理事会及び各委員会名簿】

投 稿 歓 迎 ！！ 掲載された方には薄謝を進呈いたします

広報委員会では会員の皆様からの投稿
をお待ちしています。情報、意見、エッ
セイ、漫画など、内容は自由です。お
気軽にお送りください。なお、紙面の
都合上、原稿の一部を削除、変更した
りする場合がありますが、その時はご
了承ください。

特定非営利活動法人
九州コンクリート製品協会事務局
熊本市中央区水前寺３－９－５
(株 ) ヤマックス内
（〒８６２－０９５０）

TEL　０９６－３８１－８９９９
http://www.k-conpas.jp

送り先

鹿児島共和コンクリート工業(株)
尾堂　友紀
（鹿児島県）

〃 *

(株)技建
津波古　義秀
（沖縄県）

〃 *
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H23 291,723 17.38 100.0%

H24 308,181 17.26 105.6%

H25 325,494 16.09 111.5%

年度 重量 比率 増減率

福　岡　県 佐　賀　県

【セメント製品向け販売高の比率と増減率】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：トン、％

H24
→H25 - - 105.6%

長　崎　県

42,891 13.76 100.0%

52,265 18.40 121.8%

61,213 18.92 142.7%

重量 比率 増減率

- - 117.1%

23,149 4.95 100.0%

20,206 4.20 87.2%

21,462 3.91 92.7%

重量 比率 増減率

- - 106.2%

90,026 13.26 100.0%

87,899 12.41 97.6%

99,575 11.72 110.6%

重量 比率 増減率

- - 113.2%

熊　本　県

H23 46,864 8.73 100.0%

H24 42,764 7.38 91.2%

H25 53,927 7.84 115.0%

年度 重量 比率 増減率

大　分　県 宮　崎　県

H24
→H25 - - 126.1%

鹿児島　県

34,125 6.68 100.0%

32,385 6.64 94.9%

39,814 8.07 116.6%

重量 比率 増減率

- - 122.9%

73,667 10.16 100.0%

77,465 9.48 105.1%

78,883 9.12 107.0%

重量 比率 増減率

- - 101.8%

602,445 12.27 100.0%

621,165 12.08 103.1%

680,368 11.75 112.9%

重量 比率 増減率

- - 109.5%

九州　計

H23 44,572 5.92 100.0%

H24 48,068 6.43 107.8%

H25 51,276 6.11 115.0%

年度 重量 比率 増減率

沖　縄　県

H24
→H25 - - 106.6%

5,300,699 12.81 100.0%

5,636,169 12.88 106.3%

6,081,637 12.95 114.7%

重量 比率 増減率

- - 107.9%

全国　計

④九州地域における建設投資見通しの推移

　Ｈ２６年度は全国・九州ともに、建設投資が大幅増

加となった前年度から横ばいの見通しとなった。一時

（Ｈ２２年度）は全国・九州ともにピーク時の５０％程

度まで建設投資が減少したが、東日本大震災の復興や

自民党政権における国土強靭化についての政策で官需・

民需ともに引き続き底堅い需要が見込まれる。

　前年度に引き続き、建設投資については高い水準で

推移しているが、実際の工事現場では以前から問題視

されてきた高齢化や熟練工不足が改善されておらず、

建設業界からは「急に予算を増やされても対応ができ

ない」との意見が多く聞かれた。この機会に「品質が

保証された工場で生産された良質なコンクリート製品

を採用することで、現場での労力を減少させ、円滑な

事業執行に貢献できる」ということを、コンクリート

製品業界全体でＰＲするべきであり、その結果のプレ

キャスト化率の向上が実現できると考えられる。

8.0

7.0

6.0

5.0

4.0

3.0

2.0

1.0

九州：棒グラフ（兆円） 全国：折れ線グラフ（兆円）

90

70

60

50

40

30

20

10

80

H 4 H 6 H 9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

84.0 78.8 75.2 71.4 68.5 66.2 61.3 56.8 53.7 52.8 51.6 51.3 47.7 48.2

7.31

7.65 7.01

7.19
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全国：平成４年度の約５８％

九州：平成６年度の約６３％

4.54

43.0

H21

4.67 4.03

41.9

H22

3.99

43.2

H23

3.71

44.2

H24

4.09

48.7

H25

4.85

H26

4.82

48.5
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理事会・各委員会発表（ポイント抜粋）
平成２６年度
第 １ 回 例 会

市 場 調 査 委 員 会
①市場調査回収状況

　今年度の市場調査回収状況は、会員事業所９５％

（46/48）非会員事業所６７％（42/62）の総計８０％

（88/110）で、これまでの調査実施で最高の回収率と

②県別生産・出荷量調査

※調査開始年度（Ｈ11）以降、最低の実績であったＨ23

年度と前調査年度（Ｈ24）及び今年度調査（Ｈ25）を比較。

【総評】　Ｈ２５年度の実績は、生産・出荷ともにＨ２３

年度と比較すると１５％以上の増加、Ｈ２４年度との比

較でも１０％前後の増加となった。これまでの最高値で

あるＨ１１年度と比較すると、最低値であったＨ２３年

度には５４％程度まで減少していたが、Ｈ２５年度には

６３％程度まで持ち直した。増加の要因としては、北部

九州豪雨災害の復旧需要や東九州道のスピードアップ、

またＨ２４年度以降の予算大幅増が考えられる。

【地域別傾向】

福岡県　生産では全体的に増回傾向で、特に「河川護岸

用製品類」「間知ブロック類」が大幅増となった。これは、

昨年度同様に北部九州豪雨災害の復旧需要が影響したと

考えられる。出荷は「その他製品類」が大幅な減少で合

計値が減少となった。「河川護岸用製品類」「間知ブロッ

ク類」は生産と同様大幅増となった。調査開始年度のＨ

１１と比較して、生産・出荷ともに６０％超まで需要が

回復しつつある。

佐賀県　生産・出荷とも全体的に増加となった。特に出

荷はＨ２４繰越分がＨ２５に実施されたこともあり、大

幅増となった。調査開始年度のＨ１１と比較して、生産・

出荷ともに６０％程度まで需要が回復しつつある。

長崎県　九州で唯一生産・出荷ともに減少が継続してい

る。ほとんどの分類が減少傾向であり、下げ止まりも見

えない状況。出荷はＨ２４繰越分がＨ２５に実施された

こともあり、ほぼ前年並みとなった。調査開始年度のＨ

１１と比較して、生産・出荷ともに３０％程度の需要に

低迷し続けている。

熊本県　生産・出荷とも「道路用製品類」「農業用製品類」

「河川護岸用製品類」「間知ブロック類」「その他製品類」

が増加した。特に、北部九州豪雨災害の復旧需要が影響

して「河川護岸用製品類」「間知ブロック類」の需要が

増加した。調査開始年度のＨ１１と比較して、生産・出

荷とも７０％程度まで需要が回復しつつある。

なった。これは非会員事業所からの回収が全体的に高く

なったことが要因であり、今回の調査でも大手・中堅メー

カーからの回収はほぼできており、データの精度が確保

されていると考える。

　地域ごとに検証すると、東九州道の恩恵を受けたのが

大分県・宮崎県・鹿児島県で主にボックス・擁壁・道路

用製品の需要が増加。北部九州豪雨災害の復旧で福岡県・

熊本県・大分県の河川護岸用製品と間知ブロックの需要

が増加。

　分類ごとに検証すると、増加したのは「ボックス類」「擁

壁類」「道路用製品類」「農業用製品類」「河川護岸用製

品類」「間知ブロック類」「パイプ類」で、減少したのは

通常分類以外の「その他製品類」だけである。昨年度大

幅増となった「その他製品類」は一部の需要が落ち着い

たため、減少に転じた。

大分県　東九州自動車道整備の影響で「ボックス類」「擁

壁類」「道路用製品類」、北部九州豪雨災害の復旧需要で

「河川護岸用製品類」「間知ブロック類」の需要増が顕著

であった。ほとんどの分類で増加傾向にあり、活況を呈

した地域のひとつであった。調査開始年度のＨ１１と比

較して、生産・出荷とも６０％超まで需要が回復しつつ

ある。

宮崎県　東九州自動車道整備やバイパス整備の影響で

「ボックス類」「擁壁類」「道路用製品類」、南海トラフ地

震に備えた河川護岸整備の影響で「河川護岸用製品類」

の需要増が顕著であった。ほとんどの分類で増加傾向に

あり、大分県ほどではないが活況を呈した地域のひとつ

であった。調査開始年度のＨ１１と比較して、生産・出

荷とも６５％程度まで需要が回復しつつある。

鹿児島県東九州自動車道整備やバイパス整備の影響で

「ボックス類」「擁壁類」「道路用製品類」の需要増が顕

著で、あわせて「農業用製品類」も増加し、全体的に増

加傾向であった。調査開始年度のＨ１１と比較して、生

産・出荷とも７０％超まで需要が回復しつつある。

C O N P A S(15)

H23 359,593 100.0 360,397 100.0 198,155 100.0 207,912 100.0

H24 372,704 103.6 364,403 101.1 205,577 103.7 215,619 103.7

H25 413,111 114.8 426,275 118.2 255,406 128.8 275,567 132.5

年度 生　産 減衰率 出　荷 減衰率 生　産 減衰率 出　荷 減衰率

熊　本　県 大　分　県

H24
→H25 - 110.8 - 116.9 - 124.2 - 127.8

229,767 100.0 207,111 100.0

250,744 116.1 240,536 116.1

287,099 138.6 287,099 138.6

生　産 減衰率 出　荷 減衰率

宮　崎　県

- 119.3 - 119.3

H23 348,390 100.0 379,095 100.0 1,873,498100.0 1,885,099 100.0

H24 378,010 108.5 378,117 99.7 1,979,484 105.6 1,955,066 103.7

H25 426,756 122.4 427,653 112.8 2,147,069 116.0 2,206,374 117.0

年度 生　産 減衰率 出　荷 減衰率 生　産 減衰率 出　荷 減衰率

鹿　児　島　県 九州　計

H24
→H25 - 112.8 - 112.8 - 109.8 - 112.8

H23 504,946 100.0 528,332 100.0 143,785 100.0 112,875 100.0

H24 537,683 106.4 553,198 104.7 152,668 106.1 122,110 108.1

H25 553,165 109.5 541,588 102.5 169,790 118.0 167,270 148.1

年度 生　産 減衰率 出　荷 減衰率 生　産 減衰率 出　荷 減衰率

福　岡　県 佐　賀　県

【県別生産・出荷量】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：トン、％

H24
→H25 - 102.8 - 97.9 - 111.2 - 136.9

88,862 100.0 89,377 100.0

82,098 92.3 81,083 90.7

74,522 83.8 80,922 90.5

生　産 減衰率 出　荷 減衰率

長　崎　県

- 90.7 - 99.8

③セメント用途別販売実績（全セメント販売高におけ

るセメント製品向けの販売高：九州沖縄）

【総評】　これまでと同様に、九州・沖縄地区において「プ

レキャスト化率（表中の”比率”）が全国データより高

い地域（福岡県・佐賀県）、同等の地域（熊本県・九州計）、

【地域別傾向】

全国　全体的なセメントニーズが高まっており、その

中でも製品向け販売高・比率ともに増加している。また、

Ｈ２３年度→２４年度より、Ｈ２４年度→２５年度の増

加幅が大きかった。

　

九州計　全国と同様にセメント製品向けの販売量及び

比率ともに増加している。年度ごとの増減量について

も全国と同様、Ｈ２３年度→２４年度よりＨ２４年度→

２５年度の増加幅が大きかった。

福岡県　Ｈ２３年度以降増加傾向にある。Ｈ２３年度→

２４年度→２５年度の増加幅はおよそ均等に５％ずつ

増加で推移。この傾向は市場調査の生産実績とおよそ

同じである。

佐賀県　Ｈ２３年度以降大幅増加傾向にある。Ｈ２３年

度→２４年度→２５年度の増加幅はおよそ均等に２

０％ずつ増加で推移している。この傾向は市場調査の

生産実績より高い増加率だが、傾向は同じである。

長崎県　Ｈ２４年度を底に増加に転じた。市場調査の

生産実績とは合致しないが、引き続き低い水準である。

プレキャスト化率が４％を切り、九州で最も厳しい状

況であることがうかがえる。

下回っている地域（長崎県・大分県・宮崎県・鹿児島

県・沖縄県）という傾向を見ると、北高南低の傾向が

顕著である。比率が高い地域と低い地域にどのような

違いがあるかについては、今後の分析テーマである。

熊本県　Ｈ２４年度を底に増加に転じた。市場調査の

生産実績と同じ推移である。

大分県　熊本県と同様、Ｈ２４年度を底に増加に転じ

た。市場調査の生産実績と同じ推移である。

宮崎県　熊本・大分両県と同じく、Ｈ２４年度を底に

増加に転じた。市場調査の生産実績と同じ推移である。

鹿児島県　Ｈ２３年度以降増加傾向にある。Ｈ２３年

度→２４年度→２５年度の増加幅はおよそ２～５％ず

つ増加で推移している。この傾向は市場調査の生産実

績より低い増加率だが、傾向は同じである。

沖縄県　Ｈ２３年度以降増加傾向にある。Ｈ２３年度

→２４年度→２５年度の増加幅はおよそ６～７％ずつ

増加で推移している。




